
小学社会（日本文教出版）
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8
・
9

・航空写真を手がかりに、市
の特色ある地形や土地利用
の様子などを概観し、わたし
たちが住むまちのどこにど
のようなものがあるのか関
心をもつことができる。

1

・航空写真を手がかりに、
市の特色ある地形や土地
利用の様子などについて
気付いたことや気になるこ
とを見付けている。

○

発言
ノート

10
～
13

・生活科での学習や生活経
験、住所などを手がかりに、
わたしたちが住んでいるまち
がどのようなところにあるの
か関心をもつことができる。

1

・生活科での学習や生活
経験、住所などを手がかり
にし、わたしたちが住んで
いるまちがどのようなとこ
ろにあるかについて関心を
もとうとしている。

○

観察
発言

14
・
15

・市の様子について話し合
い、わたしたちの住むまちや
市の様子について学習問題
をつくり、調べる計画を立て
ることができる。

1

・予想を話し合い、わたし
たちの住むまちや市の様
子について学習問題をつく
り、調べる計画を立てよう
としている。

○

発言
ノート

16
・
17

・学校のまわりの様子を詳し
く調べるために、調べたいこ
とや調べる方法を明確にし、
見学の計画を立てることが
できる。

1

・学校のまわりの様子を詳
しく調べるために、調べた
いことや調べる方法を明確
にし、見学の計画を立てて
いる。

○

発言
ノート

18
・
19

・学校のまわりの様子を調
べるために見学に出かけ、
観察したりインタビューした
りして気付いたことやもっと
知りたいことを見学カードに
まとめることができる。

2

・学校のまわりの見学に出
かけ、観察したりインタ
ビューしたりして気付いた
ことを見学カードにまとめ
ている。

○

発言
ノート

20
・
21

・学校のまわりの様子につ
いて、前時に作成した見学
カードをもとに白地図にまと
め、教師が作成した地図と
見比べて、地図記号や方位
を使うことのよさを理解する
ことができる。

2

・学校のまわりの様子につ
いて、前時に作成した見学
カードをもとに白地図にま
とめ、教師が作成した地図
と白地図を比べ、地図記号
や方位を使うことのよさを
理解している。

○

発言
ノート

22
・
23

・駅周辺の写真や地図、交
通図などから、人が多く集ま
るところと交通の便のよさと
の関係を読み取り、理解す
ることができる。

1

・姫路駅周辺に人々が集
まるのは、周辺の施設の
充実だけでなく、交通の便
と関係が深いことをとらえ、
そのよさによって、より多く
の人が集まることを理解し
ている。

○

発言
ノート

24
・
25

・地図や写真、「市役所の案
内所の人の話」などから、公
共施設の位置や働きについ
て理解することができる。

1

・地図や写真、「市役所の
案内所の人の話」などか
ら、市役所など主な公共施
設の位置や働きについて
理解している。

○

発言
ノート

26
・
27

・地図や写真、「観光案内所
の人の話」などを読み取り、
市に古くから残る建造物や
伝統的な町並みの位置や広
がり、町名のいわれなどに
ついて調べ、理解することが
できる。

1

・写真や地図、観光案内所
の人の話などを手がかり
に、市に古くから残る建造
物や伝統的な町並みの位
置や広がり、町名のいわ
れなどについて、理解して
いる。

○

発言
ノート

28
・
29

・地図や写真、「農業振興セ
ンターの人の話」などを読み
取り、平らな土地と川や池の
水を生かした土地利用の様
子と人々の生活を関連付け
て考え、適切に表現すること
ができる。

1

・自然が豊かで田や畑が
多いところを調べ、土地利
用の様子を人々の生活と
関連付けて考え、表現して
いる。

○

発言
ノート

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の
方法

既習事項で
押さえるべき内容

4

5

第３学年　社会科年間指導計画
主な評価の観点

上級学年・中学校
との関連

わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

【生活】
・自分たちの地域や
自然に興味・関心を
もつこと
・学校の周辺にはい
ろいろな施設や自
然があることに気付
くこと
・地域の関心のある
場所を探検すること
・学校の周りにはい
ろいろな施設や自
然があることに気付
くこと

・わたしたちの県の
ようす
（小4）
・日本の国土と人々
のくらし
・わたしたちの食生
活を支える食料生
産
・工業生産とわたし
たちのくらし
（小5）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
市
の
よ
う
す

学習指導要領解説第３学年

の目標（１）に「身近な地域

や市区町村の地理的環境、地

域の安全を守るための諸活動

や地域の産業と消費生活の様

子、地域の様子の移り変わり

について、人々の生活との関

連を踏まえて理解するととも

に、調査活動、地図帳や各種

の具体的資料を通して、必要

な情報を調べまとめる技能を

身に付けるようにする。」と

示されている。

カリキュラムは、教科書に

沿って作成しているため、他

地域や他市を記載しているが、
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との関連

30
・
31

・山に囲まれ、自然豊かな森
林が多いところの様子を調
べ、豊かな自然を生かした
林業や観光など、土地利用
の様子と人々の生活を関連
付けて考え、適切に表現す
ることができる。

1

・自然が豊かで森林が多
いところを調べ、土地利用
の様子を人々の生活と関
連付けて考え、表現してい
る。

○

発言
ノート

32
・
33

・海に近いところの様子につ
いて、工場が多い理由を調
べ、土地利用の様子が地形
条件や社会的な条件と関わ
りがあることを考えることが
できる。

1

・海に近いところの様子に
ついて、工場が多い理由を
調べ、土地利用の様子が
地形条件や社会条件と関
わりがあることを考え、表
現している。

○

発言
ノート

34
・
35

・まわりを海に囲まれた島の
様子について調べ、土地利
用の様子が地形条件や社
会的な条件と関わりがある
ことを考えることができる。

1

・まわりを海に囲まれた島
の様子について調べ、土
地利用の様子を人々の生
活と関連づけて考え、表現
している。

○

発言
ノート

36
～
39

・市は場所によって違いがあ
ることを理解し、場所による
違いを白地図に色分けして
まとめ、県内における市の
位置を確かめることができ
る。

1

・土地利用図や航空写真
などの資料から、市の様子
は場所によって違いがある
ことを理解し、白地図を色
分けしたり、地図記号を
使ってまとめたりしようとし
ている。

○

発言
ノート

40
～
43

・これまでの学習を振り返
り、場所による市の様子の
違いについて話し合い、自
分の考えたことをガイドマッ
プにまとめ、表現することが
できる。

1

・これまでに学習した市の
場所による違いを話し合
い、住んでいる市の様子を
ガイドマップにまとめ、表現
している。

○

発言
ガイドマッ
プ

導
入

44
・
45

・工場や田畑、商店で働く人
の写真や生活経験をもとに
話し合うことを通して、自分
たちの市で働く人々の様子
や工夫、自分たちのくらしと
のつながりなどに関心をも
つことができる。

1

・工場や田畑、商店で働く
人の写真や生活経験をも
とにした話し合いを通し
て、自分たちのまちで働く
人々の様子や工夫、自分
たちのくらしとのつながりに
関心をもとうとしている。

○

発言

46
・
47

・市内にある主な工場の地
図や販売されている製品の
写真をもとに、自分たちの市
でつくられているかまぼこに
関心をもち、学習問題をつく
り、学習計画を立てることが
できる。

1

・自分たちの市でつくられ
ているかまぼこに関心を
もって学習問題をつくり、
調べる計画を立てようとし
ている。

○

発言
ノート

48
・
49

・かまぼこの袋や工場の模
式図などから、原材料や主
なつくり方を予想しながら、
さらに調べたいことを話し合
うことで、工場見学の計画を
立てることができる。

1

・工場見学にあたって、「見
て調べること」と「聞いて調
べること」に整理して見学
の計画を立てようとしてい
る。

○

ノート

50
・
51

・かまぼこ工場の見学や工
場で働く人へのインタ
ビュー、パンフレットをもとに
して、かまぼこができるまで
の工程を理解することがで
きる。

1

・かまぼこ工場を見学して
わかったことやインタ
ビュー、工場見学の際にも
らったパンフレットをもとに
して、かまぼこができるま
での工程を理解している。

○

発言
ノート

52
・
53

・安全でおいしいかまぼこづ
くりをおこなっているかまぼ
こ工場や、そこで働いている
人々の様子について、見学
ノートをもとに話し合い、考
えを深めることができる。

1

・安全でおいしいかまぼこ
づくりをおこなっているかま
ぼこ工場や、そこで働く
人々の様子について話し
合い、考えをまとめてい
る。

○

発言
ノート

5

わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

【生活】
・自分たちの地域や
自然に興味・関心を
もつこと
・学校の周辺にはい
ろいろな施設や自
然があることに気付
くこと
・地域の関心のある
場所を探検すること
・学校の周りにはい
ろいろな施設や自
然があることに気付
くこと

・わたしたちの県の
ようす
（小4）
・日本の国土と人々
のくらし
・わたしたちの食生
活を支える食料生
産
・工業生産とわたし
たちのくらし
（小5）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
市
の
よ
う
す

6

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
ま
ち
で
は
た
ら
く
人
び
と

【生活】
・地域にある様々な
施設やそこで働い
ている人に関心をも
つこと
・自分たちの地域や
自然に興味・関心を
もつこと
・植物を育てる時に
必要なもの
・植物の生長に興
味・関心をもつこと

・わたちたちの県の
ようす
（小4）
・わたしたちの食生
活を支える食料生
産
・工業生産とわたし
たちのくらし
（小5）

 
 

工
場
で
は
た
ら
く
人
び
と
の
仕
事

（
選
択

）

7
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54
・
55

・工場の立地を調べる活動
を通して、海の近くから山の
中へ移ってきたことを、かま
ぼこの原料や運び方、自分
たちの市の地形や交通の様
子に着目して考えることがで
きる。

1

・かまぼこ工場が、広い土
地ときれいな水を求め、高
速道路にも近い現在の場
所へ移ってきたことを、原
料や運び方、市の地形や
交通の様子と関連付けて
考え、表現している。

○

ノート

56
・
57

・かまぼこの出荷について
調べたことを白地図にまと
め、わたしたちの生活や他
地域とのつながりを理解す
ることができる。

1

・かまぼこの出荷について
わかったことを白地図にま
とめ、わたしたちの生活や
他地域とのつながりを理解
している。

○

発言
ノート

58
・
59

・これまでに調べた具体的な
事実や、調べたことから考え
たことなどを工夫して表現す
ることで、かまぼこの生産と
自分たちのくらしとのつなが
りについて考えることができ
る。

1

・かまぼこのよさを知らせ
るポスターづくりを通して、
かまぼこの生産とわたした
ちのくらしとの関連を考え、
表現している。

○

ノート

60
・
61

・市内で作られているおもな
農作物の地図や市の市場
に多く入荷されている農作
物のグラフなどから、自分た
ちの市で作られているれん
こんに関心をもち、学習問題
をつくり、学習計画を立てる
ことができる。

・自分たちの市で作られて
いるれんこんに関心をもっ
て学習問題をつくり、調べ
る計画を立てようとしてい
る。 ○

ノート
発言

62
・
63

・れんこん畑の様子や道具、
服装の写真などから、れん
こん作りについて疑問に
思ったことを出し合い、「見
て調べること」と「聞いて調
べること」に整理し、見学の
計画を立てることができる。

・れんこん畑の見学にあ
たって、「見て調べること」
と「聞いて調べること」に整
理して見学の計画を立てよ
うとしている。 ○

ノート
発言

64
・
65

・れんこん畑を見学したこと
をもとに、れんこん作りの作
業について順序よくまとめ、
作業の工程や目的を理解す
ることができる。

・農家の人がれんこんを作
るためにおこなっている作
業の工程や目的などを理
解している。

○

ノート

66
・
67

・れんこんを育てるときに気
を付けていることや工夫に
ついて、農家の人の話をもと
に話し合い、考えを深めるこ
とができる。

・質のよいれんこんを作る
ためにおこなっている作業
や工夫、努力などについて
話し合い、考えをまとめて
いる。

○

ノート

68
・
69

・大津区でれんこん作りがさ
かんな理由を、地理的条件
と歴史的背景を関連づけて
理解することができる。

・大津区の土地がれんこん
作りに適した自然環境であ
ることや、昔の人が種れん
こんを伝えたことから、れ
んこん作りがさかんな理由
を理解している。

○

ノート

70
・
71

・れんこんの出荷について
調べたことを白地図にまと
め、わたしたちの生活や他
地域とのつながりを理解す
ることができる。

・れんこんの出荷について
わかったことを白地図にま
とめ、わたしたちの生活や
他地域とのつながりを理解
している。

○

ノート

72
・
73

・これまでに調べた具体的な
事実や、調べたことから考え
たことなどを工夫して表現す
ることで、れんこんの生産と
自分たちのくらしとのつなが
りについて考えることができ
る。

・れんこんのよさを知らせ
るポスターづくりを通して、
れんこんの生産とわたした
ちのくらしとの関連を考え、
表現している。

○

ノート

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
ま
ち
で
は
た
ら
く
人
び
と

【生活】
・地域にある様々な
施設やそこで働い
ている人に関心をも
つこと
・自分たちの地域や
自然に興味・関心を
もつこと
・植物を育てる時に
必要なもの
・植物の生長に興
味・関心をもつこと

・わたちたちの県の
ようす
（小4）
・わたしたちの食生
活を支える食料生
産
・工業生産とわたし
たちのくらし
（小5）

 
 

工
場
で
は
た
ら
く
人
び
と
の
仕
事

（
選
択

）

7

畑
で
は
た
ら
く
人
び
と
の
仕
事

（
選
択

）

選
択
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上級学年・中学校
との関連

74
・
75

・生産の仕事の学習や日常
生活における買い物の経験
を話し合い、地域には様々
な店があることや、身近な人
の買い物調べに意欲をもつ
ことができる。

1

・どの店でどんな品物を買
うかについて疑問をもち、
友だちと話し合いながら調
べ方を考えようとしている。 ○

発言
ノート

76
・
77

・自分の家の人の買い物の
仕方について調べた結果
を、表にまとめ、特徴を読み
取ることができる。

1

・買い物調べの結果を図に
まとめ、家の人がどのよう
な買い物をしているか特徴
を読み取っている。

○

ノート
表

78
～
81

・スーパーマーケットの絵か
ら、店の様子を読み取り、な
ぜそのような様子になってい
るのかを考え、考えたことや
疑問に思ったことをもとにし
て、見学で調べたいことや調
べ方を考えたりすることがで
きる。

1

・スーパーマーケットの絵
から、店の様子を読み取
り、店の工夫を予想した
り、疑問に思ったことを話し
合ったりする活動を通し
て、何をどのように調べる
かを具体的に考え、整理し
ている。

○

発言
ノート

82
・
83

・スーパーマーケットの売り
場を見学して、多くの客を集
めるためのスーパーマー
ケットの工夫についての情
報を集めることができる。

1

・スーパーマーケットの売り
場を見学して見つけたこと
や疑問に思ったことを、見
学カードに書き、情報を集
めている。

○

発言
ノート

84
・
85

・スーパーマーケットで働く
人の話を聞いて必要な情報
を集め、店で働く人の工夫
について理解することができ
る。

2

・スーパーマーケットで働く
人の話を聞いて必要な情
報を集め、店で働く人の工
夫について理解している。

○

ノート

86
・
87

・スーパーマーケットでの見
学や聞き取りを通して、品物
を売ること以外の店の取り
組みや工夫について理解す
ることができる。

1

・スーパーマーケットでの
見学や聞き取りを通して、
品物を売ること以外の店の
取り組みや工夫について
理解している。

○

ノート

88
・
89

・スーパーマーケットで売ら
れている品物の産地につい
て調べ、白地図にわかりや
すく工夫してまとめることが
できる。

1

・スーパーマーケットで売ら
れている品物の産地につ
いて調べ、白地図に工夫し
てまとめようとしている。

○

白地図
観察

90
～
93

・たくさんの客が買い物に来
る理由について、客の願い
とスーパーマーケットで働く
人の工夫とを関連付けて考
えることができる。

1

・たくさんの客が買い物に
来る理由とスーパーマー
ケットで働く人の工夫とを
関連付けて考え、表現して
いる。

○

ノート
カード

導
入

94
・
95

・火事や交通事故から人々
の安全を守る消防署や警察
署、地域の人々の働きに関
心をもち、「きけんカード」に
身近にある危険なことや場
所を表現することができる。

1

・火事や交通施設などの写
真を見て、地域の人々の
安全なくらしを守る諸活動
について関心をもとうとし
ている。

○

発言

96
・
97

・火事による人の被害や火
事の件数などについて話し
合うことで、消防署の仕組み
や働く人々に関心をもち、調
べたいことを学習問題にし
て、学習計画を立てることが
できる。

1

・消防隊員だけでなく様々
な機関が協力して消火活
動にあたっている様子をと
らえようとしている。 ○

発言

98
・
99

・消防署を見学し、火事に素
早く対応するための消防署
の施設や設備の工夫、働く
人々の仕事や働きを見つ
け、調べることができる。

2

・見学や聞き取りをおこな
い、消防署の施設や設備
の工夫、働く人々の仕事や
働きを見つけ、見学カード
やノートにまとめている。

○

カード
ノート

100
・

101

・119番通報の仕組みを調
べ、火事に素早く対応できる
通信指令室の役割や関係
機関との協力体制について
考えることができる。

1

・119番の仕組みを調べる
ことを通して、消防本部の
通信指令室の役割や関係
諸機関との連携・協力体制
について考え、適切に表現
している。

○

ノート

9

【生活】
・自分たちの地域に
興味・関心をもつこ
と
・地域にある様々な
施設やそこで働い
ている人に関心をも
つこと
・地域で働いている
人に関心をもつこと

・自然災害から人々
を守る活動（小４）
・情報社会に生きる
わたしたち
（小5）
・わが国の政治の
はたらき
（小6)

店
で
は
た
ら
く
人
び
と
の
仕
事

【生活】
・地域にある様々な
施設やそこで働い
ている人に関心をも
つこと

・ごみのしょりと活
用
（小4）
・わたしたちの食生
活を支える食料生
産
・工業生産とわたし
たちのくらし
（小5）

10

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
ま
ち
で
は
た
ら
く
人
び
と

安
全
な
く
ら
し
を
守
る
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の
方法

既習事項で
押さえるべき内容

主な評価の観点

上級学年・中学校
との関連

102
・

103

・消防署で働く人々が日ごろ
から防災のためにおこなっ
ている工夫や努力について
考え、適切に表現することが
できる。

1

・消防署で働く人々が日ご
ろから防火・防災のために
おこなっている様々な仕事
やその一つ一つの目的、
仕事への思いを考え、適
切に表現している。

○

ノート

104
・

105

・琵琶湖や高速道路などへ
の出動や救急活動の様子
を、消防署の人の話や資料
などで調べ、消防署の人々
の仕事の工夫や努力を理解
することができる。

1

・琵琶湖や高速道路などへ
の出動や救急活動に取り
組む隊員の工夫や努力な
どについて、地図や「水難
救助隊員のメール」を読み
取り理解している。

○

発言
ノート

106
・

107

・学校や地域の消防設備を
調べ、その配置図をもとに
話し合う活動を通して、学校
や地域には、消防設備が整
備されていることを理解する
ことができる。

1

・学校や地域における火事
に備えるための設備につ
いて調べ、白地図にまとめ
るとともに、その配置図か
らどのような備えがあるの
かを読み取っている。

○

発言
ノート

108
・

109

・地域の消防団の働きを調
べ、地域を守ろうとしている
消防団の人々の思いを考
え、「さらに考えたい問題」を
考えることができる。

1

・消防団の人々の地域を
自分たちで守ろうとする思
いをふまえ、自分たちにで
きることは何かを考えよう
としている。

○

発言
ノート

110
・

111

・今までの学習を振り返り、
カードなどにまとめ、火事か
らくらしを守るためにできる
ことを考え、話し合い、深め
ることができる。

1

・友だちの意見のよいとこ
ろをもとに話し合うことで、
自分の考えを見直し、深め
た考えを適切にまとめてい
る。

○

発言
カード

112
・

113

・交通事故現場のイラストや
写真資料から交通事故や事
件に関心をもって学習問題
をつくり、交通事故や事件を
なくすために関わっている
人々や機関の様子について
調べる見通しをもつことがで
きる。

1

・交通事故や事件をなくす
ために働いている人々に
関心をもち、安全なまちに
するための働きや仕組み
を調べる見通しをもとうとし
ている。

○

発言
ノート

114
・

115

・交通事故が起きたときの緊
急に対応する110番の仕組
みや人々の取り組みについ
て理解することができる。

1

・警察署の働きや110番の
仕組みを理解し、安全なま
ちづくりへ向けた働きが身
近にあることに気付いてい
る。

○

発言
ノート

116
・

117

・交番に勤める人の１日の
仕事を調べ、警察署の人々
が地域の安全を守るために
様々な仕事をしていることを
理解することができる。

1

・警察署の人々の仕事は、
交通事故への対応だけで
なく、広く地域住民のくらし
の安心・安全を支えている
ことを理解している。

○

発言
ノート

118
・

119

・身の周りの設備や施設を
調べ、警察署や市役所、地
域の人々が協力して、自分
たちが安全に登下校ができ
るようにしていることを理解
することができる。

1

・交通事故を防ぐために、
警察署や市役所が協力し
て、様々な施設や設備を
設置していることを理解し
ている。

○

発言
ノート

120
・

121

・地域の人々がおこなってい
る様々な活動を調べ、協力
して安全なまちづくりをして
いく大切さを考えることがで
きる。

1

・地域の人々が協力して安
全なまちづくりをしている目
的やその思い、願いを考
え、適切にまとめている。

○

ノート

122
・

123

・学習問題についてわかっ
たことを関係図にまとめ、市
の安全を守るために自分に
は何ができるか、「さらに考
えたい問題」をつくることが
できる。

1

・市の安全を守る人々につ
いて関係図にまとめ、自分
も地域住民の一人としてで
きることを考えようとしてい
る。

○

ノート

【生活】
・自分たちの地域に
興味・関心をもつこ
と
・地域にある様々な
施設やそこで働い
ている人に関心をも
つこと
・地域で働いている
人に関心をもつこと

・自然災害から人々
を守る活動（小４）
・情報社会に生きる
わたしたち
（小5）
・わが国の政治の
はたらき
（小6)

12

11
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・地域にある様々な
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つこと
・地域で働いている
人に関心をもつこと

・自然災害から人々
を守る活動（小４）
・情報社会に生きる
わたしたち
（小5）
・わが国の政治の
はたらき
（小6)
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主な評価の観点

上級学年・中学校
との関連

124
～
127

・交通事故や事件からくらし
を守るためにできることをポ
スターや標語などにまとめ、
お互いの意見を聞き合い、
話し合うことで、自分の考え
を深めることができる。

1

・ポスターや標語などをつく
り、自分も地域の安全を守
ろうとする思いや自分の考
えを表現している。 ○

標語
ポスター

導
入

128
・

129

・昔と今の市の様子の写真
を比較し、昔と今では建物
や交通、人々の様子が異
なっていることに関心をもつ
ことができる。

1

・写真を比べて、建物や交
通、人々の様子が昔と今
では異なっていることに関
心をもとうとしている。

○

発言

130
・

131

・川越市立博物館を見学し
て、学芸員の話を聞いたり
体験活動をしたりして、昔の
市の様子や人々のくらしに
関心をもつことができる。

1

・博物館を見学して、昔の
市の様子や人々のくらしに
関心をもとうとしている。 ○

発言
ノート

132
・

133

・博物館を見学して出てきた
疑問から学習問題をつくり、
調べたいことや調べ方、まと
め方について見通しをもち、
計画を立てることができる。

1

・博物館を見学して、学習
問題をつくり、学習計画を
立てようとしている。

○

発言
ノート

134
・

135

・今からおよそ130年前から
80年前に鉄道が通ったころ
の川越市の交通や土地利
用の様子を、写真や地図な
どで調べ、まとめることがで
きる。

1

・鉄道が通ったころの交通
や土地利用の様子につい
て、博物館の人の話や地
図などで調べ、変化の様
子について考え、表現して
いる。

○

ノート

136
・

137

・今からおよそ130年前から
80年前に鉄道が通ったころ
の川越市の人口や公共施
設の様子を、写真やグラフ
などで調べることができる。

1

・鉄道が通ったころの人口
や公共施設の様子につい
て、写真やグラフなどで調
べ、理解している。

○

ノート

138
・

139

・川越市に鉄道が通ったころ
の人々のくらしや道具、さら
には、大火事の前後の家づ
くりについて、絵や写真、博
物館の人の話などで調べ、
まとめることができる。

1

・今からおよそ130年前の
大火事があったころの市
の様子や人々とくらしにつ
いて、絵や写真、博物館の
人の話などで調べ、人々
の生活がどのように変化し
たのか考え、表現してい
る。

○

ノート

140
・

141

・今からおよそ50年前に高
速道路ができたころの様子
を調べ、工業団地ができた
こと、バイパスや環状線など
の道路が整備され、自動車
の数も増えていることなどと
市の発展とを関連付けて考
えることができる。

1

・市に高速道路ができたこ
ろの交通や土地利用の様
子について、地図や写真
などで調べ、変化の様子に
ついて考え、表現してい
る。

○

ノート

142
・

143

・市に高速道路ができたころ
のことを調べ、一つの大きな
市ができたことや人口が大
きく増えたこと、それに伴い
現在の市役所や多くの公共
施設が建てられたことにつ
いて理解することができる。

1

・市に高速道路ができたこ
ろ、一つの大きな市ができ
たことや人口が大きく増え
たこと、市役所やたくさん
の公共施設が建てられた
ことを理解している。

○

ノート

144
・

145

・市に高速道路ができたころ
の人々のくらしの様子を調
べ、道具の移り変わりととも
に、人々の生活の様子も移
り変わったことを関連づけて
考えることができる。

1

・今からおよそ70年前の
人々とくらしについて、絵
や写真、おばあさんの話な
どで調べ、人々の生活が
どのように変化したのか考
え、適切に表現している。

○

ノート

1

2

12
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【生活】
・地域にある様々な
施設やそこで働い
ている人に関心をも
つこと
・地域で働いている
人に関心をもつこと

・自然災害から人々
を守る活動（小４）
・情報社会に生きる
わたしたち
（小5）
・わが国の政治の
はたらき
（小6)

市
の
よ
う
す
と
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り

【生活】
・自分たちの地域や
自然に興味・関心を
もつこと

・地域の伝統や文
化と、先人のはたら
き
（小4）
・江戸の社会と文
化・学問
・アジア・太平洋に
広がる戦争
・新しい日本へのあ
ゆみ
（小6）

う
つ
り
か
わ
る
市
と
く
ら
し
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上級学年・中学校
との関連

146
・

147

・現在の川越市や人々のくら
しの様子について調べ、より
ゆたかで便利な川越市にし
ようとしていること、これから
は市の若い年代の人口が
減っていく状況であることを
理解することができる。

1

・交通や電化製品などの道
具でくらしが便利になった
こと、川越市がよりゆたか
で便利なまちにしようとし
ていることを理解するととも
に、これから市の若い年代
の人口が減っていくという
問題に気付いている。

○

ノート

148
～
151

・市の移り変わりについて、
これまで調べてきたことを年
表にまとめる活動を通して、
川越市や川越市の人々のく
らしが、交通の発達や土地
利用、人口、公共施設、道
具の変化などによって発展
してきたことを考えることが
できる。

1

・交通の広がりや土地利
用、人口、公共施設、生活
の道具の変化によって、現
在の市の様子や人々の生
活がどのように変化したの
か考え、関連付けて表現し
ている。

○

年表

152
・

153

・少子化・高齢化の課題をも
つ川越市や地域の人々は、
市民のくらしの向上や川越
市の発展のために様々な取
り組みをしていることを理解
することができる。

1

・市民のくらしの向上や川
越市の発展のために、川
越市や地域の人々が様々
な取り組みをしていること
を理解している。

○

ノート

154
～
157

・自分たちの住んでいる市
が抱える課題を解決し、より
くらしやすい市にするために
どのようなことが必要なのか
考え、地域の一員として、自
分たちにできることはないか
話し合い、提案することがで
きる。

1

・これまで学習したことや
「さらに考えたい問題」につ
いての自分の考えをまと
め、話し合いを通して自分
の考えを深めたり広げたり
しようとしている。

○

発言
ノート

テ
ス
ト

・テストをする。
6

・既習の内容を理解してい
る。 ○ ○

ペーパー
テスト

70

2

3

市
の
よ
う
す
と
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り

【生活】
・自分たちの地域や
自然に興味・関心を
もつこと

・地域の伝統や文
化と、先人のはたら
き
（小4）
・江戸の社会と文
化・学問
・アジア・太平洋に
広がる戦争
・新しい日本へのあ
ゆみ
（小6）

う
つ
り
か
わ
る
市
と
く
ら
し
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小学社会（日本文教出版）

知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

日
本
の
4
7
都
道
府
県
を
旅
し
て
み
よ
う

8
～
13

・都道府県の文化財や祭
り、食べ物、工業製品などの
特色を話し合い、47都道府
県の位置や名前を調べ、地
図に書くことができる。

2

・都道府県の文化財や祭
り、食べ物、工業製品など
を話し合い、意欲的に47都
道府県の位置や名前を調
べ、地図に書きこんでい
る。

○

白地図
教科書

導
入

14
・
15

・日本の都道府県と自分た
ちが住んでいる岡山県（都・
道・府）に関心をもち、岡山
県（都・道・府）の特色につい
て調べていこうとする意欲を
もつことができる。

1

・日本の都道府県名につ
いて話し合うことにより、自
分たちの住んでいる岡山
県（都・道・府）に関心をも
ち、その特色を調べようと
している。

○

発言
ノート

16
・
17

・岡山県の地図を見ながら、
県や市について関心をも
ち、県の様子にかかわる学
習問題をつくり、学習計画を
立てることができる。

1

・岡山県の地図を調べるこ
とにより、県や市について
関心をもち、学習問題をつ
くり、学習計画を立ててい
る。

○

発言
ノート

18
・
19

・鳥瞰図や地形図をもとに、
自分たちが住んでいる岡山
県（都・道・府）の地形の様
子を調べて、その特色を考
えることができる。

1

・地形の高低を岡山県の
北部・中央部・南部という
視点で比較し、その特色を
考え、適切に表現してい
る。

○

発言
ノート

20
・
21

・土地利用図と写真をもと
に、自分たちが住んでいる
岡山県（都・道・府）の土地
利用の様子を調べ、その特
色を考えることができる。

1

・土地利用の様子と地形と
を関連付けて、山地・高
原・平野という視点で土地
利用の特色を考え、適切
に表現している。

○

発言
ノート

22
・
23

・岡山県（都・道・府）の道路
や鉄道などの交通の様子と
主な都市の位置について調
べ、県内の交通と主な都市
の位置について関わりを考
えることができる。

1

・岡山県内の交通の様子
と人口の分布とを関連付
けて、交通の広がりの特色
について考え、適切に表現
している。

○

発言
ノート

24
・
25

・岡山県（都・道・府）の主な
特産物や産業の様子につい
て、パンフレットなどの資料
をもとに調べ、県全体に見ら
れる主な産業の概要や分布
の特色を理解することがで
きる。

1

・岡山県（都・道・府）全体
に見られる主な産業の概
要や分布を理解している。

○

発言
ノート

26
・
29

・岡山県（都・道・府）の特色
について、白地図にまとめ、
学習問題について考えたこ
とを話し合うことができる。

1

・これまでの学習を振り返
り、岡山県の特色につい
て、白地図に表現してい
る。

○

発言
白地図

導
入

30
・
31

・わたしたちの生活のなか
で、水や電気の確保やごみ
の処理等が、健康な日々を
送るために関わりがあること
に気付き、人々の健康なくら
しを支える仕事を学習してい
こうとする意欲をもつことが
できる。

1

自分たちの健康なくらしや
生活環境を守るごみ処
理、水や電気の確保につ
いて関心をもち、人々の健
康なくらしを支える仕事に
ついて、意欲的に調べよう
としている。

○

発言
ノート

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の
方法

既習事項として押さ
えるべき内容

4

わ
た
し
た
ち
の
県
の
よ
う
す

第４学年　社会科年間指導計画
主な評価の観点

わ
た
し
た
ち
の
県

・位置を４方位で表
現できること
・自分たちの地域の
土地利用が地図か
らわかること
・自分たちの地域と
市との位置関係が
分かること
・自分たちの地域や
市の交通網が分か
ること
（小3）

5

健
康
な
く
ら
し
を
守
る
仕
事

・スーパーなどでは
リサイクルに取り組
んでいること
・くらしを豊かにする
施設があること
（小3）

学習指導要領解説第４学年

の目標（１）に「

都道府県の地理的環境の特色、

地域の人々の健康と生活環境

を支える働きや自然災害から

地域の安全を守るための諸活

動、地域の伝統と文化や地域

の発展に尽くした先人の働き

などについて、人々の生活と

の関連を踏まえて理解すると

ともに、調査活動、地図帳や

各種の具体的資料を通して、

必要な情報を調べまとめる技

能を身に付けるようにす

る。」と示されている。

カリキュラムは、教科書に

沿って作成しているが、「岡

山県」と記載していても「広

‐8‐



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の
方法

既習事項として押さ
えるべき内容

主な評価の観点

32
・
33

・テレビで見たごみや家庭か
ら出るごみについて調べ、ご
みの出し方などを話し合うこ
とにより、ごみ処理に対する
関心を高めることができる。

1

・自分たちのくらしから出る
ごみについて関心をもち、
意欲的に調べたり、話し
合ったりしている。 ○

発言

34
・
35

・大分市のごみの種類や
量、出し方について話し合う
ことにより、ごみの処理につ
いて、学習問題をつくり、予
想したり、学習計画を立てた
りすることができる。

1

・大分市のごみの種類や
量、出し方について調べ、
ごみの処理について、学
習問題をつくり、学習計画
を立てようとしている。

○

ノート

36
 ・
37

・ごみステーションの様子を
調べたり、ごみ収集をしてい
る人などから話を聞いたりす
ることで、ごみの収集方法
や、そこに携わる人々の苦
労や工夫について理解する
ことができる。

2

・ごみ収集車のごみ収集
の様子の観察や仕事に携
わる人の話から、収集する
人の苦労や工夫について
理解している。

○

ノート

38
・
39

・集められたごみがどのよう
に処理されるのか、清掃工
場の人の話をもとに調べ、
協力してごみの処理を行っ
ていることに気付き、表現す
ることができる。

2

・図やグラフ、係の人の話
から、ごみ処理の工夫を考
え、自分の言葉で表現して
いる。 ○

ノート

40
・
41

・清掃工場で行われている
作業を調べることを通して、
燃えるごみが適正に処理さ
れていることや、清掃工場で
働く人の工夫や努力を理解
することができる。

1

・燃えるごみが適正に処理
されていることについて、
清掃工場で働く人の工夫
や努力を理解し、まとめて
いる。

○

ノート

42
・
43

・リサイクルプラザの見学な
どから、処理の様々な工夫
を調べ、二つのごみ処理施
設の見学からわかったこと
や考えたことを話し合うこと
ができる。

1

・二つのごみ処理施設から
わかったことや考えたこと
を、適切にノートにまとめ、
話し合っている。 ○

発言
ノート

44
・
45

・うめ立て場の働きや問題
点を調べ、わかったことを
カードにまとめ、学習問題に
ついて話し合い、さらに考え
たい問題を考えることができ
る。

1

・うめ立て場の働きや問題
点を調べ、わかったことや
考えたことを適切にカード
などに表現している。 ○

カード
ノート

46
・
47

・大分県の取り組みを調べ
ることを通して、ごみを減ら
す工夫やうめ立て場を長く
使う工夫について、県や市、
地域が協力していることを理
解することができる。

1

・大分県が行っているごみ
の減量やうめ立て場の延
命の取り組みや、県や市、
地域が協力していることを
理解し、適切にまとめてい
る。

○

ノート

48
～
49

・これまでの学習を振り返
り、自分にもできるごみを減
らす取り組みを考え、発表
し、質問や感想を話し合った
りして、自分の意見を見直
し、深め合うことができる。

2

・二人の発表を聞き、質問
や感想を述べ、深め合い、
自分にもできるごみを減ら
す取り組みを考えている。 ○

発言
ノート

54
・
55

・家庭や学校生活のなか
で、大量に水を使用している
ことから、くらしに欠かせな
い身近な水道に関心をもつ
ことができる。

1

・家庭や学校生活での水
の使い方を調べ、くらしに
欠かせない水を大量に使
用していることから、身近
な水道に関心をもとうとし
ている。

○

発言

5

健
康
な
く
ら
し
を
守
る
仕
事

・スーパーなどでは
リサイクルに取り組
んでいること
・くらしを豊かにする
施設があること
（小3）

ご
み
の
し
ょ
り
と
利
用

6

く
ら
し
を
さ
さ
え
る
水

・人々のくらしが時
代と共にかわってき
たこと
・これからのまちづ
くりについて自分な
りの思いをもつこと
・地域の自然や土
地の利用がわかる
こと
（小3)
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56
・
57

・大阪府の水の使い方や給
水量について話し合い、わ
たしたちが使う水がどこから
くるのかについて、学習問題
をつくり、予想を出し合い学
習計画を立てることができ
る。

1

・大阪府に住む人々が使う
水の量の変化の様子か
ら、水道について、学習問
題をつくり予想を話し合
い、学習計画を立てようと
している。

○

ノート

58
・
59

・家庭や学校で使われてい
る水は、水源からダムや浄
水場、配水池などの施設を
経由して送られてくること
を、絵地図や写真から読み
取り、浄水場の見学の計画
を立てることができる。

1

・家庭や学校で使われてい
る水は浄水場から届けら
れていることを絵地図や写
真から読み取り、浄水場の
働きについて、見学への意
欲を高めている。

○

発言
ノート

60
・
61

・浄水場では、人々が飲料
水を安心して、必要な量をい
つでも使えるように高度な技
術を活用した仕組みがつく
られていることや、働いてい
る人の願いと工夫について
も理解することができる。

2

・安心して使える水をつくる
浄水場の仕組みや、そこ
で働く人々の願いや工夫
について理解している。

○

ノート

62
・
63

・浄水場で働く人々は、安
全・安心な飲料水を、関係
機関と連携しながら確実に
家庭や学校へ送るために
様々な工夫や努力をしてい
ることについて理解すること
ができる。

1

・安全・安心な飲料水を、
確実に家庭や学校へ送る
ための浄水場で働く人々
の工夫や努力を理解して
いる。

○

ノート

64
・
65

・これまでの学習問題を振り
返り、学習問題についての
自分の考えをノートにまとめ
話し合い、かけがえのない
安心・安全な水について考
えを深め、さらに考えたい問
題を考えることができる。

1

・学習問題について、自分
の考えをまとめ話し合うこ
とにより、安心・安全なか
けがえのない水について
考えを深めている。

○

ノート

66
・
67

・地震などで安全な水が使
えなくなることや、琵琶湖や
天野川で自分たちが行って
いることを調べ話し合うこと
ができる。

1

・安全な水が使えなくなっ
た時の写真や、琵琶湖や
天野川の奉仕活動の写真
から、安全な水の大切さを
理解している。

○

ノート

68
・
69

・水と森林との関係について
調べ、限りある水を守るため
には森林環境を守っていくこ
とが大切であることを理解
し、大阪府の給水量のうつり
変わりのグラフから給水量
が減ってきていることを読み
取ることができる。

1

・「緑のダムのしくみ」や
「水のじゅんかん」の図を
活用して、水を守るために
は、森林環境の保全が重
要であることを理解してい
る。

○

ノート

70
・
71

・限られた水を大切に使うた
めに、節水や水の再利用に
ついて、自分にできることを
考えたり判断したりして、水
の大切さをうったえるカード
をつくり、聞くことを大切にし
た深め合いをして、自分の
意見を見直し、深めることが
できる。

1

・大阪府の給水量のうつり
変わりのグラフから給水量
が減ってきているわけを調
べ、限られた水を大切に使
うために自分にできること
を考えたり判断したりして、
カードなどに表現してい
る。

○

カード

導
入

80
・
81

・過去に起こった災害が大き
な被害を与えていることか
ら、自然災害に関心をもち、
東京都で起こった自然災害
について調べていこうとする
意欲をもつことができる。

1

・東京都で過去に発生した
自然災害を調べ、風水害
について問いをもち、追究
する意欲をもっている。 ○

発言
ノート

7

自
然
災
害
か
ら
人
々
を
守
る
活
動

健
康
な
く
ら
し
を
守
る
仕
事

6

く
ら
し
を
さ
さ
え
る
水

・人々のくらしが時
代と共にかわってき
たこと
・これからのまちづ
くりについて自分な
りの思いをもつこと
・地域の自然や土
地の利用がわかる
こと
（小3)

・安全なくらしを守る
はたらきについて考
えること
・地域の公共物の
位置が分かること
（小3)

9
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82
・
83

・東京都をおそった自然災
害のうち、風水害の被害が
多いことに気づき、災害時
の対処や被害にあわれた人
の話から、風水害について、
学習問題を考え、詳しく調べ
ようとする意欲を高めること
ができる。

1

・東京都をおそった自然災
害のうち風水害の被害が
多いことや、災害時の対処
を調べ、地域の風水害に
ついて詳しく調べようとす
る意欲を高めている。

○

発言
ノート

84
・
85

・風水害で被害に合わな
かった場所や学校の近くを
流れる妙正寺川を見学した
り、風水害の様子を調べた
りすることで、風水害を防ぐ
工夫や努力について学習問
題を考え、予想し、学習計画
を立てることができる。

2

・自分たちの学校の近くに
ある風水害が起こったこと
のある妙正寺川などを見
学することを通して、学習
問題を考え、予想し、学習
計画を立てることができて
いる。

○

発言
ノート

86
・
87

・風水害を防ぐための東京
都の施設を調べ、風水害を
防ぐためにつくられた地下
調節池の働きについて理解
することができる。

1

・風水害を防ぐ地下調節池
の役割を、施設を管理する
人の話から理解している。 ○

発言
ノート

88
・
89

・2019年の台風19号を例
に、市役所や消防署、警察
署の人々の取り組みを調
べ、自然災害が起きたとき
には、人々の命を守るため
に、多くの人々の働きがある
ことを理解することができ
る。

1

・市役所や消防署、警察署
の人の話から、自然災害
が起きたときには、人々の
命を守るために、多くの
人々の働きがあることを理
解している。

○

ノート
インタ
ビューメモ

90
・
91

・気象庁や東京都、地方公
共団体などから出される防
災情報について調べ、どの
ように役立てていくのかにつ
いて考えることができる。

1

・気象庁や東京都などの
地方公共団体から出され
る防災情報について調べ、
どのように役立てていくの
かについて考えている。

○

ノート

92
・
93

・災害にそなえる避難所運
営訓練の取り組みを調べた
り、地域の防災部長さんの
話を聞いたりして、学校が避
難所に指定されていること
が多いことに気づくことがで
きる。

1

・東京都や杉並区、地域の
防災組織での災害に備え
る取り組みについて調べ、
どのように参加していくの
かについて考えている。

○

ノート

94
・
95

・これまでの学習を振り返
り、風水害対策の関係図を
つくり、学習したことを防災
部長さんへの手紙に書き、
学習問題についての自分の
考えをワークシートにまとめ
るとともに、さらに考えたい
問題を考えることができる。

1

・災害対策基本法をもとに
取り組まれている東京都
の風水害に関する災害対
策について関係図をつくり
理解し、学習問題について
の自分の意見をもとに新
たな問いを考えている。

○

ワーク
シート

96
・
97

・防災館で風水害の体験を
したり、話を聞いたりして、自
分たちの安全を守るために
すべきことを理解し、自分た
ちにできることを考えること
ができる。

1

・風水害の体験をしたり、
話を聞いたりして、自分た
ちの安全を守るためにす
べきことを理解している。 ○

発言
ノート

98
・
99

・自分の考えをスライドにま
とめ、発表し、相手の意見を
よく聞き、みんなで、確かめ・
質問・感想を話し合い、深め
合うことができる。

2

・二人の発表や話し手の
意見をよく聞き、自分の意
見を見直し、自分の考えを
深めている。

○

発言
ノート

自
然
災
害
か
ら
人
々
を
守
る
活
動

・安全なくらしを守る
はたらきについて考
えること
・地域の公共物の
位置が分かること
（小3)

自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る

（
選
択

）

10

9
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100
・

101

・阪神・淡路大震災での
人々のくらしの様子を調べ、
学習問題をつくり、予想し、
学習計画を立てて、被害に
合った人々のくらしを守る取
り組みを意欲的に調べるこ
とができる。

・地震が起きた後の人々
の困難なくらしや、それを
守る取り組みについて意
欲的に調べている。 ○

発言
ノート

102
・

103

・阪神・淡路大震災発生後
の市町村の復旧や復興へ
の取り組みを調べるととも
に、日ごろから防災意識を
高めることの大切さに気付く
ことができる。

・阪神・淡路大震災発生後
の市町村の対応を調べる
とともに、日ごろから防災
意識を高めることの大切さ
に気付いている。

○

発言
ノート

104
・

105

・大きな地震への備えにつ
いて、本やインターネットで
調べたり、防災福祉コミュニ
ティの話を読んだりして、正
しい情報を受け取ることや
自分たちの地域は自分たち
で守る意識が必要であるこ
とに気付くことができる。

・正しい情報を受け取るこ
とや自分たちの地域は自
分たちで守る意識が必要
であることに気付いてい
る。 ○

発言
ノート

106
・

107

・東日本大震災のことをきっ
かけに、津波について知っ
ていることを出し合い、資料
を読み取ることから、南海ト
ラフ巨大地震や津波につい
て関心をもつことができる。

・南海トラフ巨大地震で予
想される被害の状況から、
国や都道府県・市町村の
取り組みや先人の働きに
ついて関心をもち、本単元
の学習の見通しをもってい
る。

○

発言
ノート

108
・

109

・津波の対策を通して、浜口
梧陵のしてきたことを調べ、
話し合うなかで、浜口梧陵
の人物像について考え、自
分の考えを適切に表現する
ことができる。

・調べたことから、浜口梧
陵の働きや苦心、後世の
人たちに託そうとしたもの
を考え、それに対する自分
の考えを適切に表現して
いる。

○

発言
ノート

110
・

111

・県の防災担当の人の話な
どをもとに、県が進める津波
対策について調べ、津波に
対して県がどのような対策を
しているかや、自分たちがど
んな備えをすればよいかに
ついて考え、理解することが
できる。

・県が進める津波対策につ
いて調べ、津波に対して県
がどのような対策をしてい
るかや、自分たちがどんな
備えをすればよいかにつ
いて考え、理解している。

○

発言
ノート

導
入

120
・

121

・県内の古くから残る祭りな
どの年中行事や建物、地域
の発展に尽くした先人につ
いて、知っていることや教科
書の写真資料などを活用し
て調べ、調べる意欲と関心
をもつことができる。

1

・地域の歴史や文化、産業
などの発展に尽くした人々
の働きに関心をもとうとし
ている。 ○

発言
ノート

122
・

123

・祭りなどの年中行事を展
示している博物館や資料館
を見学し、学芸員の話を聞く
などして、長崎県（都・道・
府）内の祭りに関して興味・
関心を高めることができる。

1

・博物館や資料館を見学
し、学芸員の話を聞くなど
して、長崎県（都・道・府）
内の祭りに関して興味・関
心を高め、意欲的に調べ
ようとしている。

○

発言
ノート

124
・

125

・興味をもった長崎くんちに
ついてもっと知りたいという
思いから、その祭りに関わ
る情報を集めて学習問題を
考え、予想や学習計画を立
てることができる。

1

・興味をもった祭りに関す
る情報を集め、時期や練
習の仕方、道具などにつ
いて的確に読み取り、学習
問題を考えるとともに、予
想や学習計画を立ててい
る。

○

発言
ノート

126
・

127

・祭りに関わる人たちに、ど
のような思いをもっているか
をたずねることを通して、祭
りに参加する人たちの気持
ちを理解することができる。

2

・祭りに対する気持ちや苦
労などを読み取り、メモに
簡潔にまとめたり、自分が
調べたいことを書き足した
りしている。

○

発言
ノート

津
波
に
よ
る
災
害

（
選
択

） 選
択

自
然
災
害
か
ら
人
々
を
守
る
活
動

・安全なくらしを守る
はたらきについて考
えること
・地域の公共物の
位置が分かること
（小3)

10

地
い
き
の
伝
統
や
文
化
と

、
先
人
の
は
た
ら
き

・人々のくらしが時
代と共にかわってき
たこと
・人々は豊かなくら
しを願って、様々な
工夫をしていること
・古い道具やそれを
使っていたころのく
らしについて調べる
こと
（小3）

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
に
伝
わ
る
も
の

地
震
に
よ
る
災
害

（
選
択

） 選
択
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128
・

129

・祭りに関わっている人たち
にはどのような思いがある
のか、電話の内容などから
読み取るとともに、これまで
調べてきたことと合わせて、
新たな課題を見出すことが
できる。

1

・祭りに関わる人たちの思
いと、これまで調べてきた
ことを合わせて考え、新た
な課題を見出すとともに、
自分なりにその課題を表
現している。

○

発言
ノート

130
・

131

・新たな課題に関する取り組
みを調べることを通して、
今、自分にできることを考え
たり、友だちの意見を聞いた
りして、祭りに対する興味・
関心を高めることができる。

2

・新たな課題に対して真摯
に向き合い、解決策を考え
ることを通して、伝統芸能
に対する関心・意欲を高め
ている。

○

発言
ノート

132
・

133

・長崎県内の観光マップやこ
れに関連する写真を調べ、
県内には古い建物が多く残
されていることに気付き、そ
の取り組みを調べることが
できる。

1

・長崎県内には古い建造
物があることに気付くととも
に、古い建物を残すために
されている取り組みをまと
めている。

○

発言
カード

134
・

135

・那須野原の鳥瞰図を見
て、1890年ごろの土地の様
子や、疏水の施設について
調べ、気づいたことや疑問
に思ったことを話し合うこと
ができる。

1

・那須野原の鳥瞰図を見
て、気づいたことや疑問に
思ったことを想像し話し
合っている。 ○

発言

136
・

137

・那須野原の原野の開墾や
人々が水不足で苦労してき
たことについて、絵図や写真
資料などで調べ、学習問題
を考え、予想を話し合うこと
ができる。

1

・自らの学習問題やクラス
の学習問題をもとに、調べ
たいことや調べ方について
学習計画を立てようとして
いる。

○

発言
ノート

138
・

139

・取水口や蛇尾川のふせこ
しなどの施設を見学し、施設
周辺の土地や蛇尾川の様
子を観察して、水もちのよく
ない那須野原の特徴を理解
することができる。

1

・取水口や蛇尾川のふせ
こしの石組みなど、那須疏
水の施設を見学するととも
に、施設周辺の土地や蛇
尾川の様子を観察してい
る。

○

ノート

140
・

141

・印南と矢板が中心となり、
飲み水用の水路の計画と開
削をし、その後、新しく水田
に活用する水路の計画を国
に認めさせたことを、本文や
年表などから読み取ること
ができる。

2

・印南と矢板の二人が中
心となり、飲み水用の水路
の計画と開削、そして、新
しく水田に活用する水路の
計画を国に認めさせたこと
を理解している。

○

発言
ノート

142
・

143

・那須疏水の施設の工事に
ついて、苦労や工夫を予想
し、ずい道工事の苦労や工
夫について、想像図や地図
などの資料を活用し、調べ
ることができる。

1

・那須疏水の施設の一つ
であるずい道工事につい
て、想像図や地図などの
資料を活用し、苦労や工
夫を調べている。

○

ノート

144
・

145

・ふせこしや用水路の工事
の苦労や工夫について、断
面図や想像図、写真などを
調べ、工事の工夫等を理解
することができる。

1

・那須疏水の施設であるふ
せこしや用水路の工事の
苦労や工夫について読み
取り、理解している。

○

発言
ノート

146
・

147

・那須疏水ができてからの
那須野原の人々のくらしの
様子について、土地利用図
や関係する人の話、グラフ
資料などで調べ、那須野原
の土地の様子や人々のくら
しの変化の様子を考えるこ
とができる。

1

・那須地方の土地利用図
やグラフ資料などを調べ、
那須疏水ができてからの
那須野原の人々のくらしの
変化について理解してい
る。

○

発言
ノート

地
い
き
の
伝
統
や
文
化
と

、
先
人
の
は
た
ら
き

・人々のくらしが時
代と共にかわってき
たこと
・人々は豊かなくら
しを願って、様々な
工夫をしていること
・古い道具やそれを
使っていたころのく
らしについて調べる
こと
（小3）

11

原
野
に
水
を
引
く

・地域の土地の様
子が地図から分か
ること
・古い道具やそれを
使っていたころのく
らしについて調べる
こと
・人々は豊かなくら
しを願って、様々な
工夫をしていること
（小3）

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
に
伝
わ
る
も
の

12
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148
・

149

・那須野原全体の水問題は
どのようになったかを予想
し、国の総合開発について
調べて、深山ダムなどの建
設が行われ那須疏水の改
修が進んだことを理解し、ま
とめることができる。

1

・那須疏水の北部の開発
から、深山ダムの建設によ
り用水がいきわたり、牧草
地などが増えていることに
気づき、用水を利用する地
域が多くなったことを理解
している。

○

ノート

150
・

151

・今までの学習を振り返り、
学習問題について自分の考
えをまとめ、深め合い、紙し
ばいにまとめることができ
る。

2

・友だちの意見のよいとこ
ろを聞き、自分の考えを見
直し、話し合い深め合って
いる。

○

発言
作品

導
入

170
・

171

・自分たちが住んでいる岡
山県（都・道・府）の特色に
関心をもち、学習の見通しを
もつことができる。

1

・自分たちの住んでいる岡
山県の特色に関心をもち、
意欲的に調べようとしてい
る。

○

発言

172
・

173

・備前焼がさかんにつくられ
ている地域の写真や地図を
活用して調べ、焼き物づくり
がさかんな備前市について
理解し、学習問題を考え、学
習計画を立てることができ
る。

1

・会館の人の話を調べ、焼
き物づくりがさかんな備前
市について理解し、学習問
題を考え、学習計画を立て
ている。

○

発言
ノート

174
・

175

・備前焼の生産工程の写真
や伊勢崎淳さんの話から、
備前焼をつくる人の工夫や
願いを調べ、備前焼をつくる
人は昔から受け継いできた
技術を生かして作品をつく
り、新しい備前焼をつくる努
力をしていることを理解する
ことができる。

1

・備前焼をつくる人は、昔
から受け継いできた技術を
生かして作品をつくってい
ることを理解している。

○

発言
ノート

176
・

177

・備前焼のすばらしさを広め
るために、備前焼をつくる人
や備前市役所の取り組みの
意図を考え話し合うことを通
して、備前焼のすばらしさを
広めるために市全体が協力
して備前焼を守り、生かす取
り組みをしていることを理解
することができる。

1

・備前焼のすばらしさを広
めるために、備前市全体
が協力して備前焼を守り、
生かす取り組みをしている
ことを理解している。 ○

発言
ノート

178
・

179

・備前市の観光客を増やす
取り組みを調べ、学習問題
を想起しながら、備前焼をつ
くる人や、市、地域の人の取
り組みについて、自分の考
えを発表し合うことができ
る。

2

・備前市の観光客を増や
す取り組みについて調べ、
学習問題をもとに、これま
での学習を振り返るととも
に、自分の考えをさらに深
めている。

○

発言
ノート

180
・

181

・真庭市の気温や降雨量の
自然的環境について話し合
い、真庭市の自然環境や産
業に関心をもち、学習問題
を考え、予想や学習計画を
立てることができる。

1

・豊かな自然を生かしてい
る真庭市の人々のくらしに
ついて、学習問題や予想
を考えようとしている。 ○

発言
ノート

182
・

183

・蒜山高原のジャージー牛
の飼育や観光について調
べ、蒜山高原の人々が地形
や気候の特徴を生かして特
産物をつくったり、季節に
合ったイベントを企画したり
していることを理解すること
ができる。

2

・蒜山高原の特産物や観
光への取り組みについて、
必要な情報を集め調べて
いる。

○

発言
ノート

1 ・人々は豊かなくら
しを願って、様々な
工夫をしていること
（小3）

伝
統
的
な
工
業
が
さ
か
ん
な
地
域

土
地
の
特
色
を
生
か
し
た
地
い
き

・自分たちの市で生
産されている農作
物の分布が分かる
こと
・自然の力を生かし
た農作物づくりが行
われていること
・農作物を育てた
り、出荷したり人々
は努力や工夫をし
ていること
（小3）

2
わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
県

地
い
き
の
伝
統
や
文
化
と

、
先
人
の
は
た
ら
き

原
野
に
水
を
引
く

・地域の土地の様
子が地図から分か
ること
・古い道具やそれを
使っていたころのく
らしについて調べる
こと
・人々は豊かなくら
しを願って、様々な
工夫をしていること
（小3）

12
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184
  ・
185

・真庭市南部で行われてい
る取り組みを調べることを通
して、真庭市の人々が、人
工林で育てたり加工したりし
た木材を、できるだけ無駄な
く利用しようとしていることを
理解することができる。

1

・真庭市の人々が、人工林
で育てたり加工したりした
木材を、できるだけ無駄な
く利用しようとしていること
を理解している。

○

発言
ノート

186
・

187

・真庭市の人々がめざす
SDGsに沿ったまちづくりの
取り組みを調べ、これまでの
学習を振り返り、自分たちの
意見を話し合い、真庭市の
めざすまちづくりを図にまと
めることができる。

2

・様々な取り組みと観光や
林業などの産業の発展と
を関連づけて考え、真庭市
の人々の取り組みの意味
を図に表している。

○

図

192
・

193

・倉敷市でおこなわれる外
国の人が参加するイベント
や美観地区の外国人観光
客の写真を見て、倉敷市に
住む外国の人について関心
をもち、学習問題を考え、予
想や学習計画を立てること
ができる。

1

・倉敷市では外国とどのよ
うにつながっているのか、
自分の問いをもち、進んで
学習問題を考え、予想や
学習計画を立てている。 ○

発言
ノート

194
 ・

195

・倉敷市に住む外国の人の
人数や、倉敷市に住む留学
生の人の目的や願いを調べ
るとともに、留学生や働く外
国の人が増えている理由を
理解することができる。

1

・倉敷市に住む留学生の
人の思いや、倉敷市に留
学生が増えている理由を
理解している。 ○

発言
ノート

196
　・
197

・倉敷市に住む外国の人た
ちの生活を支えるための取
り組みについて調べ、倉敷
市でくらす外国の人が活躍
できる活動をめざしているこ
とを理解することができる。

1

・倉敷市がめざす多文化
共生のまちづくりや外国の
人が活躍できる活動につ
いて理解している。 ○

発言
ノート

198
　・
199

・岡山県や県内の市町村の
国際交流や友好関係を結ん
でいる国を調べ、市役所の
取り組みや岡山県の他国と
の関わりを調べ、岡山県や
倉敷市と外国との関わりに
関心をもつことができる。

2

・外国との関わりについて
関心をもち、交流関係を結
んでいる国との交流につい
て意欲的に調べている。 ○

発言
ノート

200
・

201

・これまでの学習を振り返
り、岡山県の特色について
話し合い、その特色をPRす
るカルタやリーフレットなど
にまとめることができる。

1

・岡山県の特色をPRするカ
ルタやリーフレットなどに、
適切に表現している。 ○

カルタ
リーフレッ
ト

テ
ス
ト

・テストをする。

8

・既習の内容を理解してい
る。 ○ ○

ペーパー
テスト

90

土
地
の
特
色
を
生
か
し
た
地
い
き

・自分たちの市で生
産されている農作
物の分布が分かる
こと
・自然の力を生かし
た農作物づくりが行
われていること
・農作物を育てた
り、出荷したり人々
は努力や工夫をし
ていること
（小3）

2

世
界
と
つ
な
が
る
ち
い
き

・これからのまちづ
くりについて自分な
りの思いをもつこと
（小３）

3

わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
県

‐15‐



小学社会（日本文教出版）

上級学年・中学校
との関連

第４学年　社会科年間指導計画

・日本の国土と人々
のくらし
・国土の環境を守る
（小5）

・国土の環境を守る
（小5）
・わが国の政治の
はたらき
（小6）

学習指導要領解説第４学年

の目標（１）に「自分たちの

地理的環境の特色、

地域の人々の健康と生活環境

を支える働きや自然災害から

地域の安全を守るための諸活

動、地域の伝統と文化や地域

の発展に尽くした先人の働き

などについて、人々の生活と

の関連を踏まえて理解すると

ともに、調査活動、地図帳や

各種の具体的資料を通して、

必要な情報を調べまとめる技

能を身に付けるようにす

る。」と示されている。

カリキュラムは、教科書に

沿って作成しているが、「岡

山県」と記載していても「広

‐16‐



上級学年・中学校
との関連

・国土の環境を守る
（小5）
・わが国の政治の
はたらき
（小6）

・国土の環境を守る
（小5）
・わが国の政治の
はたらき
（小6）
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上級学年・中学校
との関連

・国土の環境を守る
（小5）
・わが国の政治の
はたらき
（小6）

・国土の環境を守る
（小5）
・わが国の政治の
はたらき
（小6）
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上級学年・中学校
との関連

・国土の環境を守る
（小5）
・わが国の政治の
はたらき
（小6）
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上級学年・中学校
との関連

・国土の環境を守る
（小5）
・わが国の政治の
はたらき
（小6）

・さまざまな土地の
くらし
（小５）
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上級学年・中学校
との関連

・さまざまな土地の
くらし
（小５）

・わたしたちの食生
活を支える食料生
産
（小5）
・江戸の社会と文
化・学問
（小6）
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上級学年・中学校
との関連

・工業生産とわたし
たちのくらし
（小5）

・わたしたちの食生
活を支える食料生
産
・国土の環境を守る
（小5）
・世界のなかの日
本とわたしたち
（小6）

・わたしたちの食生
活を支える食料生
産
（小5）
・江戸の社会と文
化・学問
（小6）
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上級学年・中学校
との関連

・わたしたちの食生
活を支える食料生
産
・国土の環境を守る
（小5）
・世界のなかの日
本とわたしたち
（小6）

・わが国の政治の
はたらき
・世界のなかの日
本とわたしたち
（小６）
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小学社会（日本文教出版）

知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

大
単
元
の
導
入

8
・
9

・宇宙から見た地球の写真を
見て、気づいたことや疑問に
思ったことを話し合い、大陸
や海洋、日本の国土について
調べていこうとする意欲をも
つことができる。

・宇宙から見た地球の写真
を見て話し合うことにより、
大陸や海洋の広さ、日本
の位置に関心をもち、意欲
的に追究しようとしている。

○

観察

10
～
13

・地球のすがたを調べること
で、地球には、三大洋、六大
陸があることを理解するととも
に、世界の国々や日本の国
土について、学習問題をつく
り、予想を出し合い学習計画
を立てることができる。

・世界の国々や日本の国
土について、学習問題をつ
くり、予想を出し合い学習
計画を立てようとしている。 ○

観察
ノート

14

15

・地球儀や地図帳を使って、
主な国の位置と国旗について
調べ、緯度や経度、大陸名や
海洋名、日本からの方位や距
離などを使い、説明すること
ができる。

1

・主な国の位置と国旗、日
本との位置関係を調べ、
白地図やタブレットにまと
め、説明している。 ○

白地図
タブレット

16
・
17

・地球儀や地図帳を使って、
日本の領土や範囲を調べ、
日本の国土の位置と領土、近
隣諸国との位置関係につい
て理解することができる。

1

・日本の国土の位置、海洋
に囲まれ多数の島からな
る国土の構成や領土、近
隣諸国との位置関係につ
いて、理解している。

○

ノート

18
・
19

・日本の領土には、解決しな
ければならない問題があるこ
とを理解するとともに、日本の
国土の特色について、自分の
考えをまとめることができる。

1

・海洋に囲まれ、解決しな
ければならない問題もある
我が国の国土の特色を考
え、適切に表現している。 ○

観察
ノート

20

21

・四季の移り変わりや、特色
ある地形の写真を調べること
により、様子が違うのは、地
形や気候に関わりがあること
に気付き、学習問題をつくり、
予想を出し合い学習計画を立
てることができる。

1

・日本の地形や気候に関
わる疑問を出し合い、学習
問題をつくり、学習計画を
立てようとしている。 ○

観察
ノート

22

23

・日本の地形を地図や写真な
どで調べ、日本の地形の特色
や山脈、高原、盆地などのい
ろいろな地形、火山の影響な
どについて理解することがで
きる。

1

・日本は山がちの地形で
中部地方に高い山がある
ことや、日本の川は短く流
れが急で、大きな川の下
流に平野が広がっているこ
とを理解している。

○

観察
ノート

24

25

・つゆと台風について調べ、
それらが人々のくらしに様々
な影響を及ぼしていることを
考えることができる。

1

・四季の変化のほかに、つ
ゆや台風の影響などの日
本の気候の特色と人々の
くらしを関連付けて考え、
表現している。

○

ノート

26

27

・北海道と沖縄の冬の気温差
を示す写真やグラフから、日
本の気候を調べ、日本は地
域によって気候が違うことを
理解することができる。

1

・日本の気候は、気温や降
水量の変化をもとに、六つ
の気候区分に分けられる
ことを理解している。

○

ノート

28

29

・気候の違いは、季節風も関
係していることに気付くととも
に、これまでの学習を振り返
り、自分の考えをまとめ、話し
合うことで、さらに考えを深め
たり、新たな疑問を生みだし
たりすることができる。

1

・これまでの学習を振り返
り、自分の考えをまとめ、
話し合うことで、さらに考え
を深めたり、新たな疑問を
生みだしたりしている。

○

観察
ノート

第５学年　社会科年間指導計画
主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ぺ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の
方法

既習事項で
押さえるべき内容

上級学年・中学校
との関連

1

・位置を八方位で
表現できること
・広島県の位置が
日本列島の中で
分かること
・自分たちの地域
は他の地域とつな
がりがあること
・日本のおおよそ
の形が分かること
（小４）

【地理】
・地球の姿を見てみ
よう
・日本の位置を調べ
よう
・地球儀と世界地図
とを比べてみよう
・地球上の位置を表
そう
・世界の国々と地域
区分
・主な国々の国名と
位置
・「日本の略地図の
えがき方」
・日本の位置を調べ
よう
・「沖ノ鳥島の護岸
工事」
・「日本列島を構成
する島々」
【歴史】
・「日本の領土をめ
ぐる問題とその歴
史」

世
界
か
ら
見
た
日
本

日
本
の
地
形
や
気
候

・位置を八方位で
表現できること
・広島県の位置が
日本列島の中で
分かること
・日本のおおよそ
の形が分かること
（小４）

・日本の山地と海岸
・日本の川と平地
・「地形図の読み取
り方①②」
（地理）

4

日
本
の
国
土
と
人
々
の
く
ら
し

5
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ぺ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の
方法

既習事項で
押さえるべき内容

上級学年・中学校
との関連

さ
ま
ざ
ま
な
土
地
の
く
ら
し

30
・
31

・日本各地の様子と自分の住
んでいる地域とを比べ、気候
や地形が、そこでのくらしや産
業にどのように関連している
のかについて、学習問題をつ
くり、予想を出し合い学習計
画を立てることができる。

1

・４枚の写真と自分たちの
住んでいる地域を比べるこ
となどにより、地形や気候
の違いがくらしや産業に関
係していることについて、
学習問題をつくり、予想を
出し合い学習計画を立て
ようとしている。

○

観察
ノート

32
・
33

・自分たちが住んでいる地域
と沖縄県とを比べることによ
り、沖縄県は冬が特に暖か
く、つゆや台風の影響で降水
量が多いことを、地図やグラ
フなどの資料から読み取るこ
とができる。

1

・地図やグラフ、くらしごよ
みから、沖縄県の位置や
気候の特色、くらしについ
て、自分たちの住んでいる
地域と比較しながら読み
取っている。

○

観察
ノート

34
・
35

・写真やイラストなどから、台
風が多く水不足になりやすい
という沖縄県の自然環境と、
家づくりの工夫やダムがつく
られていることを結び付けて
考えることができる。

1

・台風や暑さに備えた家の
つくりや水不足に対する備
えなど、沖縄県の人々が
気候に合わせて工夫してく
らしていることを考え、表現
している。

○

ノート

36
・
37

・沖縄県では、冬に暖かく、台
風が多い気候の特色に合っ
た農業がおこなわれているこ
とを理解することができる。

1

・沖縄県では、暖かい気候
を生かしたさとうきびやマ
ンゴーなどの栽培がさかん
であることを理解している。

○

ノート

38
・
39

・写真やグラフから、多くの観
光客が沖縄県を訪れるわけ
を考えることで、沖縄県の自
然や文化、歴史が沖縄県の
魅力になっていることや、それ
らが観光業と密接な関連があ
ることを考えることができる。

1

・自然や気候、文化、歴史
などが沖縄県の魅力に
なっていることや、それら
が観光客の多さと密接な
関連があることを考え、表
現している。

○

ノート

50
・
51

・自分たちが住んでいる地域
と北海道旭川市とを比べるこ
とにより、旭川市が日本の北
に位置していることや、冬は
寒さが厳しく降雪量が多いこ
と、夏は涼しいことを、地図や
グラフなどの資料から読み取
ることができる。

・地図やグラフ、くらしごよ
みから、北海道旭川市の
位置や気候の特色、くらし
について、自分たちの住ん
でいる地域と比較しながら
読み取っている。

○

観察
ノート

52
・
53

・イラストや写真などから、旭
川市でくらす人々は、気候に
合わせて家のつくりを工夫し
たり、行政や市民が協力して
除排雪の対応をしたりしてい
ることを読み取り、理解するこ
とができる。

・イラストや写真などの資
料から、旭川市の人々は、
気候に合わせて家のつくり
を工夫したり、行政や市民
が協力して除排雪の対応
をしたりしていることを理解
している。

○

観察
ノート

54
・
55

・寒さの厳しい北海道旭川市
では、冷涼で昼夜の寒暖差が
大きい気候を生かしたそばの
栽培や寒さに強い米に品種
改良した米作りなど、気候の
特色に合わせた農業がおこ
なわれていることを理解する
ことができる。

・北海道旭川市では、冷涼
で昼夜の寒暖差が大きい
気候を生かしたそばの栽
培や米の品種改良をおこ
なっていることを理解して
いる。

○

観察
ノート

56
・
57

・写真やグラフから、北海道
旭川市の冬の厳しい寒さや雪
の多さを観光に生かす工夫
や努力について考えることが
できる。

・冬の厳しい寒さや雪の多
さといった自然や気候など
が旭川市の魅力になって
いることや、それらが観光
客の多さと密接な関連が
あることを考え、表現して
いる。

○

観察
ノート

あ
た
た
か
い
沖
縄
県
に
住
む
人
々
の
く
ら
し

（
選
択

）

寒
い
土
地
の
く
ら
し
ー

北
海
道
旭
川
市
ー

選
択

・土地利用図が読
めること
・地域の地形や気
候を生かして産業
が行なわれている
こと
・農業や伝統工芸
には、地域の特徴
を生かしたものが
あること
（小４）
・調べた地域の特
徴を自分なりにま
とめること
（小３・小４）

【地理】
・寒暖の差が激しい
土地に暮らす人々
・「雨温図の読み取
り方」
・世界から見た日本
の気候
・「台風と人々の生
活」
・自然災害と防災へ
の取り組み
・日本の農林水産業
・常夏の島で暮らす
人々
・「雨温図の読み取
り方」
・世界から見た日本
の気候
・「台風と人々の生
活」
・自然災害と防災へ
の取り組み
・多様な環境問題と
環境保全の取り組
み
・「沖縄の土地利用」
・「屋久島の自然と
人々の生活」

・北海道地方の生活
の舞台
・「克雪、利雪、楽
雪」
・北海道地方の人々
の営み
・自然の制約に適応
する人々の工夫
・「植林による漁業
の活性化」
・自然の制約や社会
の変化を乗り越える
・自然の特色を生か
した観光産業
・「アイヌの人たちと
多文化共生」

【歴史】
・東アジアとの交流
・「東アジア世界の
朝貢体制と琉球王
国」
・鎖国下の対外政策
・国境と領土の確定
・「戦争を記憶し、平
和を発信する沖縄」
・「北海道とアイヌ民
族の歴史」
・緊張緩和と日本外
交

【公民】
・暮らしに生きる伝
統文化

日
本
の
国
土
と
人
々
の
く
ら
し

5
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技
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思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ぺ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の
方法

既習事項で
押さえるべき内容

上級学年・中学校
との関連

40
・
41

・岐阜県海津市の輪中地帯に
ついて、古くから土地が川より
低いことや、人々が州を堤防
で囲んだことなどを、写真や
地図などの各資料を関連づ
けて読み取ることができる。

1

・写真や地図などの資料
から、どのように輪中がで
きたのか、輪中が川よりも
低い土地であること、人々
が州を堤防で囲んだことな
どを、各資料を関連付けて
読み取っている。

○

観察
ノート

42
・
43

・治水工事や水屋の様子を調
べることにより、治水工事は、
輪中に住む人々の気もちやく
らしにどのような影響を与え
たのかを考えることができる。

1

・治水工事に関する資料
や、輪中に住む人々の水
害に対する様々な工夫を
もとに、治水工事後の人々
の気もちやくらしについて
考え、表現している。

○

観察
ノート

44
・
45

・輪中地帯では、人々の知恵
や工夫と、土地の改良工事や
排水機場の設置などによっ
て、土地のよさを生かした農
業が営まれていることを理解
することができる。

1

・輪中地帯では、土地のよ
さを生かした農業をおこな
うために、人々の知恵や工
夫によって、様々な課題を
解決してきたことを理解し
ている。

○

観察
ノート

46
・
47

・水防訓練や水防倉庫の点
検、国や県による川の水位の
監視など、水害への備えが現
在もおこなわれていることや、
輪中地帯が水や自然とふれ
合う魅力あふれる場所になっ
ていることを理解することがで
きる。

1

・海津市の人々が水害へ
の備えを現在も引き続きお
こなっているとともに、輪中
地帯が水や自然とふれ合
い、楽しめる場所となって
いることを理解している。

○

観察
ノート

48
・
49

・これまでの学習を振り返りな
がら、気候や地形の特色、く
らしや産業の工夫について、
沖縄県と岐阜県海津市の二
つの地域を比べて、それぞれ
の特色をシートにまとめ、話し
合うことで、自分の考えを深
めることができる。

1

・「ふり返りシート」に、くら
しや産業の様子を記述し
比べることで、予想と違っ
たことや新たに気付いたこ
となどを話し合うことによ
り、さらに考えを深めようと
している。

○

観察
ワーク
シート

58
・
59

・火山によってできた高原の
土地では、その気候や地形を
生かした取り組みをしている
ことを知り、高原に住む人々
のくらしについて興味、関心を
もつことができる。

・写真や地図などの資料
から、火山によってできた
高原の土地では、その気
候や地形を生かした農業
をしていることを知り、高原
に住む人々のくらしについ
て興味、関心をもち、調べ
ようとしている。

○

観察
ノート

60
・
61

・嬬恋村がキャベツの産地に
なった理由について、出荷先
や土地の開拓などを資料や
本などで調べ、広い耕地で
キャベツを安定的に大量に作
れるように努力してきたことを
考えることができる。

・嬬恋村がキャベツの産地
になった理由を、出荷先の
確保や土地の開拓などと、
キャベツを安定的に大量
に作れるよう努力してきた
ことと関連して考え、表現
している。

○

観察
ノート

62
・
63

・キャベツ農家が気候を生か
した作業手順や工夫をしてい
ることを調べることで、キャベ
ツ農家の生産に関わる努力
や工夫を理解することができ
る。

・キャベツ農家が気候を生
かした作業手順や工夫を
調べることで、キャベツ農
家の生産に関わる努力や
工夫を理解している

○

観察
ノート

64
・
65

・なぜ多くの観光客が嬬恋村
を訪れているのか調べ、嬬恋
村の特色である気候や自然
環境を生かした取り組みや工
夫を観光業でもおこなってい
ることを理解することができ
る。

・嬬恋村の特色である気候
や自然環境を生かした取
り組みや工夫をキャベツ以
外の観光業でもおこなって
いることを理解している。

○

観察
ノート

低
地
に
住
む
岐
阜
県
海
津
市
の
人
々
の
く
ら
し

【地理】
・日本の川と平地
・中部地方の生活の
舞台
・「水害を防ぐ工夫」
・身近な地域の調査

高
い
土
地
の
く
ら
し
ー

群
馬
県
嬬
恋
村
ー

選
択

【地理】
・日本の山地と海岸
・日本の農林水産業
・関東地方の人々の
営み
・各地との結び付き
で成り立つ産業と生
活
・「克雪、利雪、楽
雪」
・身近な地域の調査

・土地利用図が読
めること
・地域の地形や気
候を生かして産業
が行なわれている
こと
・農業や伝統工芸
には、地域の特徴
を生かしたものが
あること
（小４）
・調べた地域の特
徴を自分なりにま
とめること
（小３・小４）

日
本
の
国
土
と
人
々
の
く
ら
し

5
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押さえるべき内容

上級学年・中学校
との関連

48
・
49

・これまでの学習を振り返りな
がら、気候や地形の特色、く
らしや産業の工夫について、
北海道旭川市と群馬県嬬恋
村の二つの地域を比べて、そ
れぞれの特色をシートにまと
め、話し合うことで、自分の考
えを深めることができる。

・「ふり返りシート」に、くら
しや産業の様子を記述し
比べることで、予想と違っ
たことや新たに気づいたこ
となどを話し合うことによ
り、さらに考えを深めてい
る。

○

観察
ワーク
シート

導
入

68
・
69

・自分たちが、日ごろ食べて
いる給食の食材を手がかり
に、食生活と食料生産のつな
がりについて、調べていこうと
する意欲をもつことができる。

・わたしたちの食生活を支
える食料生産に関心をも
ち、食料品の産地について
意欲的に調べようとしてい
る。

○

観察
ノート

70
・
71

・食料の産地を調べ、気にな
ることを出し合うなかで、くらし
に必要な大量の食料の産地
について、学習問題をつくり、
予想を出し合い学習計画を立
てることができる。

・わたしたちが生きていくう
えで必要な食料の産地に
ついて、学習問題をつくり、
予想を出し合い学習計画
を立てようとしている。

○

観察
ノート

72
・
73

・わたしたちの食生活を支え
る食料の産地について、地図
帳や地球儀、様々な資料を関
連付けながら調べ、食料生産
は自然条件を生かして営まれ
ていることを理解することがで
きる。

1

・野菜や果物、畜産物を生
産する産地は、自然環境と
深い関わりをもち、営まれ
ていることを理解している。 ○

観察
ノート

74
・
75

・農作物の生産の変化や食
料自給率の変化などに着目し
て食料生産の概要をとらえ、
国民の食生活の変化や今後
の食料生産の問題について
考えることができる。

1

・食料生産の概要をとら
え、国民の食生活の変化
や今後の食料生産の問題
について考え、表現してい
る。

○

観察
ノート

76
・
77

・米を使った料理や製品につ
いて話し合い、我が国の食生
活における米の役割について
考えることができる。

1

・米は、古くから日本各地
で作られ、わたしたちの生
活と深い関わりがあること
を考え、表現している。

○

観察
ノート

78
・
79

・米の産地を調べることによ
り、日本の北の方で米がさか
んに作られていることから、学
習問題をつくり、予想を出し合
い学習計画を立てることがで
きる。

1

・山形県庄内平野での米
作りについて、学習問題を
つくり、予想を出し合い学
習計画を立てようとしてい
る。

○

観察
ノート

80
～
83

・庄内平野の航空写真や土
地利用図、グラフなどを関連
付けて読み取り、庄内平野の
地形や気候の様子をとらえ、
米作りがさかんなわけを考え
ることができる。

1

・庄内平野の地形と気候
の様子を資料から読み取
り、それらと米作りがさか
んなわけについて関連して
考え、表現している。

○

ノート

84
・
85

・五十嵐さんの話や農事ごよ
みをもとに、庄内平野の米作
りの様子について調べ、よい
稲を育てるための工夫や努
力を理解することができる。

1

・庄内平野の米作りの様子
について調べ、よい稲を育
てるための工夫や努力を
理解している。

○

観察
ノート

86
・
87

・庄内平野の農作業の機械
化とほ場整備を調べることに
より、効率よく大量に米を生
産することができるようになっ
たことを考えることができる。

1

・農作業の機械化とほ場
整備などを調べて、効率よ
く大量に米を生産すること
ができるようになった理由
を考え、表現している。

○

観察
ノート

88
・
89

・庄内平野では、試験場や農
家、JAなどが品種改良や有
機栽培などにより、安全でお
いしい米を作る取り組みをお
こなっていることを理解するこ
とができる。

1

・試験場や農家、ＪＡなど
が品種改良や有機栽培な
ど、安全でおいしい米を作
る取り組みをおこなってい
ることを理解している。

○

観察
ノート

選
択

1

・土地利用図が読
めること
（小４）
・お店やスーパー
マーケットには他
地域からたくさん
の品物がやってき
ていること
（小３）
・地域の地形や気
候を生かして産業
が行なわれている
こと
・農業や伝統工芸
には、地域の特徴
を生かしたものが
あること
（小４）

【地理】
・日本の農林水産業
「地産地消の広が
り」
【公民】
・「貿易の自由化と
日本」
・「コンビニエンススト
アのお弁当を企画し
よう」

食
生
活
を
支
え
る
食
料
の
産
地

日
本
の
国
土
と
人
々
の
く
ら
し

5

6

2
　
わ
た
し
た
ち
の
食
生
活
を
支
え
る
食
料
生
産

米
作
り
の
さ
か
ん
な
地
域

・お店やスーパー
マーケットには他
地域からたくさん
の品物がやってき
ていること
（小３）
・地域の地形や気
候を生かして産業
が行なわれている
こと
（小４）
・農業や伝統工芸
には、地域の特徴
を生かしたものが
あること
・地域で作られる
農作物も人々の工
夫や努力がされて
いること
・調べた地域の特
徴を自分なりにま
とめること
（小３・小４）

【地理】
・日本の農林水産業
・「地産地消の広が
り」
・日本の諸地域～各
地方の人々の営み
・自然環境を生かし
た各地の農業
・自然の制約に適応
する人々の工夫
・自然の制約や社会
の変化を乗りこえる
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90
・
91

・消費者の求めに応じ、品質
を保ちながらいろいろな方法
で輸送・販売していることをと
らえるとともに、これまでの学
習を振り返り、自分の考えを
まとめ、話し合うことで、さらに
考えを深めることができる。

1

・これまでの学習を振り返
り、学習問題について話し
合うことにより、さらに考え
を深めている。 ○

観察
ノート

92
・
93

・日本がまわりを海に囲ま
れ、よい漁場に恵まれている
ことから、日ごろから多く消費
している水産物についての学
習問題をつくり、学習計画を
立てることができる。

1

・日ごろ消費している水産
物と日本の地形を関連付
けて考え、水産物の生産
について学習問題をつく
り、学習計画を立てようとし
ている。

○

観察
ノート

94
・
95

・銚子市の沖合漁業について
調べ、まきあみ漁の様子や漁
業の仕事に携わる人々の苦
労や努力について理解するこ
とができる。

1

・魚の習性を生かしなが
ら、まきあみ漁という方法
で魚をとっていることや、水
産業が自然条件に左右さ
れる仕事であることなど、
働く人の工夫や苦労を理
解している。

○

観察
ノート

96
・
97

・写真やグラフなどから、銚子
漁港が水あげした大量の魚を
すぐに処理・加工できる施設
や漁船の補給施設が充実し
ていることと、水あげ量が日
本一であることを結び付けて
考えることができる。

1

・銚子漁港では、魚種ごと
に市場が分かれているこ
と、その周辺には水産関
連施設が充実していること
などと、銚子漁港が水あげ
量が日本一であることを関
連付けて考え、表現してい
る。

○

観察
ノート

98
・
99

・魚の輸送について調べ、魚
が消費者の求めに応じ、品質
を保ちながら輸送・販売して
いることをとらえ、これまでの
学習を振り返り、自分の考え
をまとめ、話し合うことにより、
さらに考えを深めることができ
る。

1

・これまでの学習を振り返
り、学習問題について、予
想と違ったことや新たに気
付いたことなどを話し合う
ことにより、さらに考えを深
めている。

○

観察
ノート

100
・

101

・のりの養殖のさかんな佐賀
県の地形の特色について調
べ、自然を生かしてのりの養
殖をおこなっていることを理解
することができる。

1

・地図や写真資料から、佐
賀県ののりの養殖は自然
の地形や風土を生かして
おこなわれていることを理
解している。

○

観察
ノート

102
・

103

・のりの養殖の工夫や苦労、
品質を高める取り組みや新た
な課題について理解すること
ができる。

1

・のりの養殖の様子や働く
人の話などから、のりを出
荷するまでの働く人の工夫
や努力、新たな課題につ
いて理解している。

○ ○

観察
ノート

104
・

105

・日本各地でおこなわれてい
る養殖業について調べること
により、養殖業がかかえる問
題についてとらえるとともに、
これまでの学習を振り返り、さ
らに考えたい問題についての
自分の考えをノートにまとめ
て、考えを深めることができ
る。

1

・水産業の学習を振り返
り、予想と違ったことや新
たに気付いたことなどを話
し合うことにより、さらに考
えを深めている。 ○

ノート

106
・

107

・世界に認められる宮崎県の
畜産業に着目して、学習問題
をつくり、全国でも有数の産
地である肉牛の生産に従事
する人々の工夫や努力につ
いて意欲的に調べることがで
きる。

・世界に認められる宮崎県
の畜産業に着目して、学習
問題をつくり、肉牛の生産
をしている人々の工夫や
努力について意欲的に調
べようとしている。

○

観察
ノート

108
・

109

・肥育農家の人の仕事の工
夫や努力、また、新鮮で安
全・安心な牛肉を消費者に届
けるための工夫や努力につ
いて理解することができる。

・肥育農家の工夫や努力、
新鮮で安全で安心な牛肉
を消費者に届ける工夫や
努力について理解してい
る。

○

観察
ノート

畜
産
業
の
さ
か
ん
な
宮
崎
県

（
選
択

）

選択

6

2
　
わ
た
し
た
ち
の
食
生
活
を
支
え
る
食
料
生
産

米
作
り
の
さ
か
ん
な
地
域

・お店やスーパー
マーケットには他
地域からたくさん
の品物がやってき
ていること
（小３）
・地域の地形や気
候を生かして産業
が行なわれている
こと
（小４）
・農業や伝統工芸
には、地域の特徴
を生かしたものが
あること
・地域で作られる
農作物も人々の工
夫や努力がされて
いること
・調べた地域の特
徴を自分なりにま
とめること
（小３・小４）

【地理】
・日本の農林水産業
・「地産地消の広が
り」
・日本の諸地域～各
地方の人々の営み
・自然環境を生かし
た各地の農業
・自然の制約に適応
する人々の工夫
・自然の制約や社会
の変化を乗りこえる

7

水
産
業
の
さ
か
ん
な
地
域

（
選
択

）

・お店やスーパー
マーケットには他
地域からたくさん
の品物がやってき
ていること
（小３）
・地域の地形や気
候を生かして産業
が行なわれている
こと
・農業や伝統工芸
には、地域の特徴
を生かしたものが
あること
（小４）
・地域で作られる
農作物も人々の工
夫や努力がされて
いること
・調べた地域の特
徴を自分なりにま
とめること
（小３・小４）

【地理】
・日本の領域の特色
を見てみよう
・日本の農林水産業
・「地産地消の広が
り」
・日本の諸地域～各
地方の人々の営み
・「北陸の食文化」
・自然の制約に適応
する人々の工夫
【公民】
・スーパーマーケット
から現代社会を見て
みよう
・グローバル化-結
び付きを深める社会
・国際社会における
国家
・消費生活を支える
流通
・グローバル化する
日本経済
・「貿易の自由化と
日本」
・「コンビニエンススト
アのお弁当を企画し
よう」
・貧困問題-公正な
社会を創る①②
・世界とつながる日
本
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110
・

111

・口蹄疫からの復興の様子
や、宮崎牛のブランド力を高
めるための宮崎県や農家の
人々の工夫や努力について
調べ、適切に表現することが
できる。

・口蹄疫から復興していく
人々の努力や宮崎牛のブ
ランド力を高めていくため
の県や関係機関の取り組
みを関連付けて考え、表現
している。

○

観察
ノート

120
・

121

・主な食料の輸入先と輸入量
の地図や食料自給率のグラ
フなどから、我が国の食料の
輸入や食料自給率について
調べ、食生活の変化と食料自
給率や食料輸入の関連につ
いて考えることができる。

1

・我が国の食料の輸入状
況や食料自給率の変化な
どを調べ、食生活の変化と
食料自給率や食料輸入の
関連について考え、表現し
ている。

○

観察
ノート

122
・

123

・海の環境の変化や安い外国
産食品の輸入、食生活の変
化や就労人口の減少など、我
が国の水産業や農業の生産
の様子を調べ、日本の食料
生産をめぐる問題についての
学習問題をつくり、予想を出し
合い学習計画を立てることが
できる。

1

・我が国の水産業や農業
の生産の様子を調べ、日
本の食料生産の問題につ
いて学習問題をつくり、学
習計画を立てようとしてい
る。

○

観察
ノート

124
・

125

・水産物の資源管理について
調べることにより、安定した漁
業生産をめざす持続可能な
漁業の取り組みや、それに携
わる人々の工夫や努力につ
いて理解することができる。

1

・漁獲量を維持するための
持続可能な漁業の取り組
みやそれに関わる人々の
工夫や努力、水産物の資
源管理について理解して
いる。

○

観察
ノート

126
・

127

・米作りでのICT化や生産・加
工・販売を関連づけた「６次産
業化」、次世代型ハウスなど
の新しい取り組みについて調
べることにより、高品質な農
作物を無駄なく作ることや付
加価値を付けることによって、
安定した農業生産をめざして
いることを考えることができ
る。

1

・米作りでのICT化や６次
産業化、次世代型ハウス
の取り組みが、農業の生
産性を高め、安定した農業
生産につながることを関連
付けて考え、適切に表現し
ている。

○

観察
ノート

128
・

129

・産地直売所や日本の農産
物の輸出などの取り組みを調
べるとともに、これまでの学習
を振り返り、自分の考えをまと
め、話し合うことにより、さらに
考えを深めようとすることがで
きる。

1

・これまでの学習を振り返
り、日本の食料生産者の
新たな取り組みについてま
とめ、予想と違ったことや
新たに気付いたことなどを
話し合うことで、さらに考え
を深めようとしている。

○

観察
ノート

130
・

131

・これからの食料生産の発展
について、ロボット技術や情
報通信技術を使った新たな取
り組みについて調べ、農作業
の省力化や栽培技術の継
承、人材確保などよりよい農
業経営を進める人々の工夫
や努力について理解すること
ができる。

1

・農作業の省力化や栽培
技術の継承、人材確保な
どの課題解決のためのＩＣ
Ｔを活用したスマート農業
の可能性やよさを理解して
いる。

○

観察
ノート

132
・

133

・これまで学習したことから、
これからの日本の食料生産
がよい方向に向かう取り組み
について、生産者と消費者の
立場などから多角的に考え、
話し合うことで、自分の考えを
深めることができる。

1

・これからの日本の食料生
産のあり方や食料消費に
ついて、生産者と消費者の
立場などから多角的に考
え、話し合うことにより、自
分の考えを深め、表現して
いる。

○

スライド
ノート

畜
産
業
の
さ
か
ん
な
宮
崎
県

（
選
択

）

選択

・お店やスーパー
マーケットには他
地域や外国からも
たくさんの品物が
来ていること
・自分たちの県も
人やもので世界と
つながっているこ
と
（小３・小４）

2
　
わ
た
し
た
ち
の
食
生
活
を
支
え
る
食
料
生
産

9

こ
れ
か
ら
の
食
料
生
産

7 ・お店やスーパー
マーケットには他
地域からたくさん
の品物がやってき
ていること
（小３）
・地域の地形や気
候を生かして産業
が行なわれている
こと
・農業や伝統工芸
には、地域の特徴
を生かしたものが
あること
（小４）
・地域で作られる
農作物も人々の工
夫や努力がされて
いること
・調べた地域の特
徴を自分なりにま
とめること
（小３・小４）

【地理】
・日本の領域の特色
を見てみよう
・日本の農林水産業
・「地産地消の広が
り」
・日本の諸地域～各
地方の人々の営み
・「北陸の食文化」
・自然の制約に適応
する人々の工夫
【公民】
・スーパーマーケット
から現代社会を見て
みよう
・グローバル化-結
び付きを深める社会
・国際社会における
国家
・消費生活を支える
流通
・グローバル化する
日本経済
・「貿易の自由化と
日本」
・「コンビニエンススト
アのお弁当を企画し
よう」
・貧困問題-公正な
社会を創る①②
・世界とつながる日
本

【地理】
・日本の農林水産業
・「地産地消の広が
り」
・グローバル化が進
む世界
・世界への窓口・日
本の中心
【公民】
・スーパーマーケット
から現代社会を見て
みよう
・グローバル化-結
び付きを深める社会
・消費生活を支える
流通
・グローバル化する
日本経済
・「貿易の自由化と
日本」
・「コンビニエンススト
アのお弁当を企画し
よう」
・貧困問題-公正な
社会を創る①②
・世界とつながる日
本
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既習事項で
押さえるべき内容

上級学年・中学校
との関連

導
入

136
・

137

・わたしたちの身のまわりに
は多くの工業製品があること
に関心をもち、工業生産とわ
たしたちのくらしについて、調
べていこうとする意欲を高め
ることができる。

・身のまわりにある工業製
品を話し合うことにより、工
業生産とわたしたちのくら
しに関心をもち、日本でつ
くられている工業製品や工
業の種類について意欲的
に調べようとする意欲を高
めている。

○

観察
ノート

138
・

139

・工業の分類やその違いを調
べることにより、わたしたちの
くらしを支える工業生産がどこ
でどのようにおこなわれてい
るかについて、学習問題をつ
くり、予想を出し合い学習計
画を立てることができる。

・日本国内で様々な工業
製品がつくられていること
に気付き、工業生産がどこ
でどのようにおこなわれて
いるのかについて学習問
題をつくり、予想を出し合
い学習計画を立てようとし
ている。

○

観察
ノート

140
・

141

・日本の工業地帯や工業地
域で工業が発展してきたこと
を、地形や人口、交通などの
条件と関連付けて理解するこ
とができる。

1

・工業のさかんな地域が、
人口や地形、交通など条
件の適した地域に分布し
ていることを理解している。

○

観察
ノート

142
・

143

・工場の大きさによってどのよ
うな違いがあるのか、大工場
と中小工場の工場数や生産
額などを比較し、日本の工業
生産の概要を理解するととも
に、これまでの学習を振り返
り、考え話し合うことにより、さ
らに考えを深めることができ
る。

1

・大工場と中小工場の違い
に関心をもち、日本の工業
生産の概要や工業のさか
んな地域の特色などを振り
返りながら、学習問題につ
いて話し合い、考えをまと
めている。

○

観察
ノート

144
・

145

・中京工業地帯の生産額の
多い市町を調べることにより、
輸送用機械の生産が多いこ
とに気付き、自動車工場につ
いて、学習問題をつくり、予想
を出し合い学習計画を立てる
ことができる。

1

・中京工業地帯の様子を
調べることにより、自動車
工場や関連工場が多いこ
とから、学習問題をつくり、
予想を出し合い学習計画
を立てようとしている。

○

ノート
観察

146
～
149

・自動車工場を見学するにあ
たり、事前に写真や資料で、
自動車ができるまでの作業を
たしかめ、調べたいことをまと
めて見学の視点をはっきりさ
せることができる。

1

・自動車工場の写真などを
もとに、自動車工場は、広
い土地でいくつかの工場
に分かれていることや、製
造過程では様々な作業が
あることなど、見学の視点
となる内容について読み
取っている。

○

ノート
観察

150
・

151

・働く人の様子から、効率的
に生産するために、働く人た
ちは作業内容について見直し
をはかり工夫していることや、
工場では働く人たちが働きや
すいように勤務時間や職場の
環境について配慮しているこ
とを理解することができる。

1

・働く人たちの話し合いの
様子から、作業内容の見
直しや工夫をしているこ
と、２交替制の勤務ではラ
インを停止しないで自動車
をつくっていることなどを理
解している。

○

ノート
観察

152

153

・関連工場の様子を調べ、関
連工場が効率的な仕組みの
もとで、部品を自動車工場へ
供給することにより、品質の
高い、無駄のない生産が実現
していることを考えることがで
きる。

1

・関連工場が効率的な仕
組みのもとで、部品を自動
車工場へ供給することで、
品質の高い、無駄のない
自動車の生産が実現して
いることから、自動車工場
と関連工場との結び付きを
表現している。

○

ノート
観察

1

・地域の中には、
工場が集まってい
るところもあること
・交通事故を防ぐ
取組みがされてい
ること
・交通が人の行き
来をさかんにして
いること
・地域の探検や見
学の計画を立てる
こと
・農作物を育てる
過程がわかること
・伝統工芸の製作
過程がわかること
・農作物の生産や
伝統工芸にも人々
の工夫や努力が
あること
（小３・小４）

く
ら
し
や
産
業
を
支
え
る
工
業
生
産

9

工
業
生
産
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し

【地理】
・日本の工業
・日本の諸地域～各
地方の人々の営み
・工業の発展と地域
の変化
・各地との結び付き
で成り立つ産業と生
活
【歴史】
・日本の高度経済成
長
【公民】
・グローバル化する
日本経済
・「貿易の自由化と
日本」
・新興国の台頭と経
済格差
・「急速な成長を遂
げる中国」

10

自
動
車
工
業
の
さ
か
ん
な
地
域

・農作物の生産や
伝統工芸にも人々
の工夫や努力が
あること
（小３・小４）
・我が国の工業は
世界とつながって
いること
（小３・小４）
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154

155

・完成した自動車のゆくえを
調べることから、外国との関
係に着目し、日本の自動車会
社は、自動車を国内で生産す
るだけでなく、外国にある工
場でも生産していることを理
解することができる。

1

・日本の自動車会社が外
国との関係や費用をおさえ
るために、自動車の生産を
外国で生産し、販売するこ
とが増えてきたことを理解
している。

○

ノート
観察

156
・

157

・自動車会社がどのような自
動車を開発しようとしているの
か調べ、安全で人にやさしい
自動車の研究・開発がおこな
われていることを理解すること
ができる。

1

・エアバッグや衝突実験な
ど、安全な自動車の研究・
開発がおこなわれているこ
とから、すべての人が利用
できるよう、人にやさしい自
動車の開発がおこなわれ
ていることを理解している。

○

ノート
観察

158
・

159

・環境にやさしい自動車づくり
についてとらえるとともに、こ
れまでの学習を振り返り、自
分の考えをまとめ、話し合うこ
とにより、さらに考えを深めた
り、広げたりすることができ
る。

1

・これまでの学習を振り返
り、自動車工場の工夫や
努力について関係図にま
とめ、友だちと話し合う活
動を通して、さらに考えを
深めたり、広げたりしてい
る。

○

ノート
観察

172
・

173

・原料や工業製品がどのよう
に運ばれているのかを調べる
ことにより、国内外の運輸や
交通網の広がりについて調
べ、わたしたちのくらしを支え
る運輸の働きに気付くことが
できる。

1

・日本の工業生産は運輸
の働きに支えられているこ
とに気づき、わたしたちのく
らしが交通網の発達と運
輸に携わる人の努力に支
えられていることを理解し
ている。

○

ノート
観察

174
・

175

・世界の国々との貿易の様子
を調べ、日本の工業生産と外
国との関わりについて、学習
問題をつくり、予想を出し合い
学習計画を立てることができ
る。

1

・貿易や運輸による日本の
工業と世界の国々との結
び付きについて、学習問題
をつくり、予想を出し合い
学習計画を立てようとして
いる。

○

観察
ノート

176
・

177

・日本では、工業の原料やエ
ネルギー資源の多くを輸入し
ていることや、その輸入品が
以前と比べて変化してきてい
る理由を理解することができ
る。

1

・日本の工業が、原料やエ
ネルギー資源の多くを海
外から輸入していること
や、その輸入品が移り変
わっている理由を理解して
いる。

○

観察
ノート

178
・

179

・輸出品の変化を調べること
により、これまでの日本の工
業は、貿易や運輸に支えら
れ、加工貿易という形で発達
してきたことと、貿易によって
世界の国々と結び付きがある
ことを関連付けて考えること
ができる。

1

・日本の工業は、加工貿易
で発達してきたことや、貿
易によって世界の国々と
結び付きがあることを関連
付けて考え、表現してい
る。

○

観察
ノート

180
・

181

・貿易をめぐる様々な問題や
貿易の自由化による影響が
あること、フェアトレードを進め
る必要があることなどについ
て調べ、話し合うことで、これ
からの工業生産や貿易につ
いて考えることができる。

1

・学習問題について話し合
い、これからの工業生産や
貿易について考えて、表現
している。 ○

観察
ノート

182
・

183

・グラフや文書資料などを見
て、日本の工業の課題につい
ての話し合いを通して学習問
題をつくり、予想を出し合い、
東大阪市の中小工場の様子
を中心に追究していく学習計
画を立てることができる。

1

・グラフや文章資料から日
本の工業の課題について
読み取ったことをもとに、
学習問題をつくり、予想を
出し合い学習計画を立て
ようとしている。

○

観察
ノート

【地理】
・日本の資源・エネ
ルギーと環境問題
・日本の工業
・「さまざまな発電方
法の特徴と課題」
・グローバル化が進
む社会
・日本各地を結ぶ交
通・通信
・日本の諸地域～各
地方の人々の営み
・工業の発展と地域
の変化
・世界と結び付く中
部地方
・各地との結び付き
で成り立つ産業と生
活
・世界への窓口・日
本の中心
【歴史】
・日本の高度経済成
長
【公民】
・消費生活を支える
流通
・グローバル化する
日本経済
・「貿易の自由化と
日本」
・新興国の台頭と経
済格差
・「急速な成長を遂
げる中国」

こ
れ
か
ら
の
工
業
生
産

【地理】
・世界の資源・エネ
ルギーと産業
・日本の工業
・グローバル化が進
む社会
・日本の諸地域～各
地方の人々の営み
・持続可能な社会を
創る
・「中小工場が集ま
る東大阪市」
・工業の発展と地域
の変化
・各地との結び付き
で成り立つ産業と生
活
・伝統を生かし、生
まれ変わる伝統産
業
【公民】
・持続可能な社会の
仕組み
・資本主義経済と企
業
・「世界で活躍する
日本の中小企業」
・株式会社の仕組み
と企業の社会的責
任
・労働の意義と労働
者の権利
・働きやすい職場を
築くために
・「非正規雇用につ
いて考える」
・グローバル化する
日本経済

輸
送
と
日
本
の
貿
易

・地域や県の中に
も工場が集まって
いる場所があるこ
と
・工業は世界とつ
ながっていること
（小４）

工
業
生
産
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し

【地理】
・日本の工業
・日本の諸地域～各
地方の人々の営み
・工業の発展と地域
の変化
・各地との結び付き
で成り立つ産業と生
活
【歴史】
・日本の高度経済成
長
【公民】
・グローバル化する
日本経済
・「貿易の自由化と
日本」
・新興国の台頭と経
済格差
・「急速な成長を遂
げる中国」

10

自
動
車
工
業
の
さ
か
ん
な
地
域

・農作物の生産や
伝統工芸にも人々
の工夫や努力が
あること
（小３・小４）
・我が国の工業は
世界とつながって
いること
（小３・小４）

11
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184
・

185

・独自の高い技術力や中小工
場同士のつながりを生かした
製品づくりなど、より優れた製
品をつくりだしていることを理
解することができる。

1

・中小工場では、高い技術
を生かして生産するだけで
なく、互いに協力してより
品質の高い製品をつくって
いることを理解している。

○

観察
ノート

186
・

187

・働く環境をよりよくすることの
よさについて考えるとともに、
これまでの学習を振り返り、
学習問題について、自分の考
えを話し合うことで、さらに考
えを深めたり、新たな疑問を
生み出したりすることができ
る。

1

・働く環境をよりよくするこ
とについて考えるとともに、
学習問題について話し合
い、さらに深めた考えを表
現している。 ○

観察
ノート

188
・

189

・工業生産に関わる会社や工
場が、社会の変化に合わせ
て、高い技術を生かしながら、
新しい工業製品をつくってい
ることを理解することができ
る。 1

・工業生産に関わる会社
や工場が、環境問題や高
齢化社会による問題など
の課題解決やこれからの
Society5.0の社会へ向けた
変化に対応して、高い技術
を生かしたり、ＡＩを活用し
たりすることで、新しい工
業製品をつくりだしている
ことを理解している。

○

観察
ノート

190
・

191

・より豊かで持続可能な社会
の実現に向けた近未来への
取り組みを調べるとともに、こ
れからの工業生産の発展に
ついての学習を振り返り、自
分の考えをまとめ、話し合うこ
とにより、これからの工業の
発展についてさらに考えを深
めることができる。

1

・より豊かで持続可能な社
会の実現に向けた近未来
への取り組みを調べるとと
もに、これからの工業生産
の発展について話し合い、
さらに考えを深めている。

○

観察
ノート

導
入

194
・

195

・くらしのなかにある様々な情
報について関心をもち、どの
ような情報を、どのように入手
しているのか話し合い、これ
からの学習への関心・意欲を
高めることができる。

・くらしのなかにある情報に
ついて、どのような情報を
どのように入手しているの
かを意欲的に考えようとし
ている。

〇

観察

196
・

197

・様々なメディアの特徴やメ
ディアに対する信頼度につい
て調べ、新聞のよさやわたし
たちとの関係について考え、
表現することができる。

・新聞のよさやわたしたち
との関係について考え、表
現している。 ○

観察
ノート

198
・

199

・新聞紙面の構成や記事の
内容を調べることを通して、新
聞社がどのような紙面づくり
をおこなっているのかについ
て学習問題をつくり、予想を
出し合い学習計画を立てるこ
とができる。

1

・社会のできごとやくらしに
役だつ情報をたくさん伝え
ている新聞について、学習
問題をつくり、予想を出し
合い学習計画を立ててい
る。

○

観察
ノート

200
・

201

・新聞社では、取材記者が
様々な情報を収集し、取材し
て記事を書いていることを理
解することができる。

1

・取材記者が、社会でどの
ようなできごとが起きてい
るのか情報を集め、取材し
て記事を書いていることを
理解している。

○

観察
ノート

202
・

203

・新聞ができるまでを調べるこ
とで、新聞社が正確な情報を
早く読者に届けるために、収
集した情報を選択・加工して
紙面をつくり、届けていること
を理解することができる。

1

・正確な情報を早く読者へ
届けるために、多くの人が
関わって新聞がつくられて
いることを理解している。 ○

観察
ノート

こ
れ
か
ら
の
工
業
生
産

【地理】
・世界の資源・エネ
ルギーと産業
・日本の工業
・グローバル化が進
む社会
・日本の諸地域～各
地方の人々の営み
・持続可能な社会を
創る
・「中小工場が集ま
る東大阪市」
・工業の発展と地域
の変化
・各地との結び付き
で成り立つ産業と生
活
・伝統を生かし、生
まれ変わる伝統産
業
【公民】
・持続可能な社会の
仕組み
・資本主義経済と企
業
・「世界で活躍する
日本の中小企業」
・株式会社の仕組み
と企業の社会的責
任
・労働の意義と労働
者の権利
・働きやすい職場を
築くために
・「非正規雇用につ
いて考える」
・グローバル化する
日本経済

情
報
を
つ
く
り

、
伝
え
る

12

1

工
業
生
産
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し

11

情
報
社
会
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち

・地域の人々の安
全を守るために組
織的・計画的に関
係諸機関が相互
に連絡を取り合っ
ていること
（小４）

【地理】
・日本の商業・サー
ビス業
・日本各地を結ぶ交
通・通信
【歴史】
・マスメディアと現代
の文化
【公民】
・情報化-情報が変
える社会の仕組み
・新しい人権②-情
報化の進展と人権
・「プライバシーの権
利と表現の自由につ
いて考えよう」
・マスメディアと世論
・「新聞でメディアリ
テラシーを身に付け
よう」
・より良い社会を目
指して
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押さえるべき内容

上級学年・中学校
との関連

204
・

205

・二つの新聞記事を比べるこ
とや、捏造記事、報道被害に
関する資料を調べることで、
新聞社は情報を選択し、意図
をもって伝えていること、マス
メディアによる情報発信は、
社会やわたしたちに大きな影
響を及ぼしていることを理解
することができる。

1

・新聞社によって記事の大
きさや内容が違うこと、発
信される情報は、社会に大
きな影響を及ぼすことを理
解している。 ○

観察
ノート

206
・

207

・学習問題について話し合
い、伝える情報の正確さや問
題点を考えるなかで、自分た
ちも情報の発信や交流ができ
ることから、さらに考えたい問
題をつくり、予想することがで
きる。

1

・情報化が進み、情報の発
信や交流がだれにでもで
きるようになったことから、
情報の取り扱いについてさ
らに考えたい問題をつく
り、予想している。

○

観察
ノート

208
・

209

・情報社会についての様々な
問題から、これからの情報の
扱い方について、自分の考え
を表現することができる。

1

・これからインターネットを
使う際に情報をどのように
取り扱えばよいのか、自分
の考えを表現している。

○

観察
ノート

214
・

215

・情報が様々な産業のなかで
大きな役割を果たしていたこ
とやアイスクリームをつくる会
社が気象情報を生かして売り
上げを伸ばしていることから、
気象情報を提供する会社に
関心をもつことができる。

1

・様々な産業の情報の活
用を振り返り、アイスクリー
ムをつくる会社へ気象情報
を提供する会社に関心を
もっている。 ○

観察
ノート

216
・

217

・気象情報を提供している会
社がどのような情報を入手し
ているのかを調べることによ
り、産業における情報活用に
ついての学習問題をつくり、
予想を出し合い学習計画を立
てることができる。

1

・気象情報を提供する会社
の人の話から、情報がくら
しだけでなく産業にも影響
があることから、気象情報
を利用している会社につい
て、学習問題をつくり、予
想を出し合い学習計画を
立てようとしている。

○

観察
ノート

218
・

219

・アイスクリームをつくる会社
での予測情報の活用の様子
について調べたり、考えたり
することを通して、いつもでき
たての新鮮な商品を届けるた
めに必要な生産量を決める
判断材料として予測情報を役
だてていることを理解すること
ができる。

1

・アイスクリームをつくる会
社では、生産量を決めると
きの判断材料として予測
情報を役だてていることを
理解している。 ○

観察
ノート

220
・

221

・予測情報を提供する会社の
工夫や努力を調べるととも
に、アイスクリームをつくる会
社が提供された予測情報を
活用するうえで大切なことに
ついて考え、表現することが
できる。

1

・正確な情報を提供しよう
と努力する人と、情報を組
み合わせて考え判断する
人の話から、予測情報を
活用するうえで大切なこと
について考え、表現してい
る。

○

観察
ノート

222
・

223

・情報を生かして発展する産
業が国民生活に果たす役割
について話し合い、産業や社
会のなかで情報をよりよく生
かしていくために大切なことを
考え、表現することができる。

1

・情報を生かして発展する
産業が国民生活に果たす
役割を考え、これからの社
会で情報を生かすために
大切なことについて、自分
の考えをまとめている。

○

観察
ノート

224
・

225

・伝統と歴史の豊かな京都市
の観光行政における情報活
用について、学習問題をつく
り、予想を出し合い学習計画
を立てることができる。

・京都市では、外国人観光
客の誘致とそれに伴う問
題に対して、どのように情
報を生かしているのかとい
う学習問題をつくり、学習
計画を立てようとしている。

○

観察
ノート

情
報
を
生
か
し
て
発
展
す
る
観
光
業

（
選
択

）

12

選
択

情
報
を
生
か
し
て
発
展
す
る
産
業

（
選
択

）

情
報
社
会
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち

・地域の人々の安
全を守るために組
織的・計画的に関
係諸機関が相互
に連絡を取り合っ
ていること
（小４）

【地理】
・日本の商業・サー
ビス業
・日本各地を結ぶ交
通・通信
【歴史】
・マスメディアと現代
の文化
【公民】
・情報化-情報が変
える社会の仕組み
・新しい人権②-情
報化の進展と人権
・「プライバシーの権
利と表現の自由につ
いて考えよう」
・マスメディアと世論
・「新聞でメディアリ
テラシーを身に付け
よう」
・より良い社会を目
指して

1 ・スーパーは工夫
しながら物を販売
していること
（小３）
・地域の人々の安
全を守るために組
織的・計画的に関
係諸機関が相互
に連絡を取り合っ
ていること
（小４）

【地理】
・日本の商業・サー
ビス業
・日本各地を結ぶ交
通・通信

【公民】
・情報化-情報が変
える社会の仕組み
・契約と消費生活
・消費者の権利を守
るために
・消費生活を支える
流通
・新しい人権②-情
報化の進展と人権
・「プライバシーの権
利と表現の自由につ
いて考えよう」
・マスメディアと世論
・「新聞でメディアリ
テラシーを身に付け
よう」
・より良い社会を目
指して
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上級学年・中学校
との関連

226
・

227

・京都市は観光客の混雑を防
ぐために、人気観光スポット
の混雑予想や新しい観光ス
ポットの提案などの情報を発
信し、効果を上げていることを
理解することができる。

・京都市では、観光客の混
雑を防ぐために、人気観光
スポットの混雑予想や新し
い観光スポットの提案をす
るなど、様々な情報を活用
し、効果を上げていること
を理解している。

○

観察
ノート

228
・

229

・市役所以外の団体や人々
が市とともに進めている取り
組みを調べ、話し合い、情報
を活用した観光産業の発展
が国民生活に果たす役割つ
いて自分の考えをまとめるこ
とができる。

・情報を活用した観光産業
の発展が国民生活に果た
す役割を話し合い、調べた
ことや考えたことを表現し
ている。

○

観察
ノート

230
・

231

・「アザレアネット」という医療
情報ネットワークによって医
療情報が共有され、病気の治
療に生かされていることに関
心をもち、学習問題をつくるこ
とができる。

・「アザレアネット」によって
医療情報が共有され、病
気の治療に生かされてい
ることに関心をもち、「アザ
レアネット」について学習
問題をつくり、予想を出し
合い学習計画を立てようと
している。

○

観察
ノート

232
・

233

・情報ネットワークの伸展によ
り医療情報が共有されたこと
で、患者の負担が減り、これ
まで以上のきめ細やかな治
療ができるようになったことを
理解することができる。

・情報ネットワークの伸展
により医療情報が共有さ
れ、時間やお金などの患
者の負担が減り、これまで
以上のきめ細やかな治療
ができるようになったことを
理解している。

○

観察
ノート

234
・

235

・医療情報ネットワークが地
域や他の職業とつながるよさ
について話し合い、情報化の
伸展に伴う医療の発展が国
民生活に果たす役割ついて
自分の考えをまとめることが
できる。

・医療情報ネットワークが
地域や他の職業とつなが
るよさについて話し合い、
情報化の伸展に伴う医療
の発展が国民生活に果た
す役割ついて、自分の考
えをまとめ表現している。

○

観察
ノート

導
入

238
・

239

・日本の急激な工業化や経済
発展によって、くらしの変化や
公害の発生がもたらされたこ
とに関心をもち、国土の環境
について調べていこうとする
意欲をもつことができる。

・戦後のくらしや環境に関
わる年表を調べることで、
くらしが豊かになったもの
の、様々な環境問題など
が起こっていることに関心
をもち、自然災害や環境問
題、公害など国土の環境
について意欲的に調べて
いこうとしている。

○

観察
ノート

240
～
243

・日本で起こっている自然災
害を調べることにより、地形や
気候と自然災害との関わりに
ついて、学習問題をつくり、予
想を出し合い学習計画を立て
ることができる。

・日本で起きた主な自然災
害を調べることにより、地
形や気候と自然災害との
関わりについて、学習問題
をつくり、予想を出し合い
学習計画を立てようとして
いる。

○

観察
ノート

244
・

245

・日本で起こる地震の数の多
さや地震や津波が起こる仕組
み、日本の降水量などを調
べ、日本で自然災害が多い
理由を理解することができ
る。

1

・日本が地震の起きやすい
位置にあること、梅雨や台
風、大雪などの降水量が
多いことなど、自然災害が
多い理由を理解している。

○

観察
ノート

246
・

247

・自然災害がもたらす産業へ
の被害について調べ、自然災
害によって水産業や農業、工
業、運輸業などの産業やわた
したちのくらしに大きな影響が
出ることを理解することができ
る。

1

・自然災害によって水産業
や農業、工業、運輸業など
の産業やわたしたちのくら
しに大きな影響が出ること
を理解している。

○

観察
ノート

情
報
を
生
か
し
て
発
展
す
る
観
光
業

（
選
択

）

医
療
に
生
か
さ
れ
る
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

（
選
択

）

自
然
災
害
か
ら
人
々
を
守
る

・わが国の政治のは
たらき
・世界の中の日本と
わたしたち
（小６）

【地理】
・自然災害と防災へ
の取り組み
・「震災と防災・減災
への取り組み」
・「台風と人々の生
活」
・多様な環境問題と
環境保全の取り組
み
・「水害を防ぐ工夫」
・「大震災のつめあ
と」
・過去からの継承と
未来に向けた社会
づくり
・「津波てんでんこ」
・自然の制約に適応
する人々の工夫
【歴史】
・「歴史の中の大震
災」
【公民】
・持続可能な社会に
向けて
・「防災と私たち-岩
手県釜石市の中学
生に学ぶ」
・「東日本大震災か
らの復興と防災-仙
台市を例に考える」
・私たちの生活と財
政
・政府の役割と財政
の課題
・地球環境問題-持
続可能な社会の実
現
・「温室効果ガスの
排出削減について
考えよう」

2

選
択

選
択

1

情
報
社
会
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち

1 ・スーパーは工夫
しながら物を販売
していること
（小３）
・地域の人々の安
全を守るために組
織的・計画的に関
係諸機関が相互
に連絡を取り合っ
ていること
（小４）

【地理】
・日本の商業・サー
ビス業
・日本各地を結ぶ交
通・通信

【公民】
・情報化-情報が変
える社会の仕組み
・契約と消費生活
・消費者の権利を守
るために
・消費生活を支える
流通
・新しい人権②-情
報化の進展と人権
・「プライバシーの権
利と表現の自由につ
いて考えよう」
・マスメディアと世論
・「新聞でメディアリ
テラシーを身に付け
よう」
・より良い社会を目
指して

国
土
の
環
境
を
守
る

・地域の人々の健
康な生活を守るた
めに、関係機関が
協力していること
・自然を大切にす
ること
（小４）
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上級学年・中学校
との関連

248
・

249

・国や都道府県、市町村など
が、自然災害からわたしたち
の命やくらしを守るために、長
い時間とたくさんのお金をか
けて防災施設をつくり、減災
のために努力していることを
理解することができる。

1

・国や都道府県・市町村な
どが、砂防ダムや防潮堤
など、自然災害の被害を
減らすための防災施設を
整備していることを理解し
ている。

○

観察
ノート

250
・

251

・国や都道府県、市町村など
が、自然災害からわたしたち
の命やくらしを守るために各
種情報の発信、避難の勧告
や指示、ハザードマップの整
備などに取り組んでいること
を理解し、その活用について
考えることができる。

1

・各種防災情報、ハザード
マップなど、自然災害から
命を守る情報をどのように
活用していけばよいのか
考え、適切に表現してい
る。

○

観察
ノート

252
・

253

・自然災害による被害を減ら
すために、自助や共助による
備えや「ひなん三原則」などに
ついて調べ、自然災害から自
分たちの命やくらしを守るた
めに、どのようなことが大切か
を考えることができる。

1

・自然災害から自分たちの
命やくらしを守るために、
どのようなことが大切かを
考えようとしている。 ○

観察
ノート

254
・

255

・日本の森林の様子を調べ、
人工林が増えていることにつ
いて、学習問題をつくり、予想
を出し合い学習計画を立てる
ことができる。 1

・わたしたちの生活は森林
と関わりがあることをとら
え、森林には天然林と人工
林があることや、人工林が
増加してきたことなどから、
日本の森林について学習
問題をつくり、予想を出し
合い学習計画を立てようと
している。

○

観察
ノート

256
・

257

・写真やグラフなどから、林業
に携わる人々の仕事の様子
を調べ、苗木から育て、木材
として出荷するまでには、長
い年月と多くの作業が必要で
あり、様々な工夫や努力をし
ていることや、国内の木材生
産量や林業従事者数の減少
などの林業の課題を理解する
ことができる。

1

・林業に携わる人々の仕
事の様子を調べ、木を育て
るには、長い年月と多くの
作業が必要であることを読
み取り、林業に携わる人々
の工夫や努力を理解して
いる。

○

観察
ノート

258
・

259

・間伐をしていない人工林と
間伐をしている人工林を比
べ、手入れをしない人工林が
増えると、野生動物による農
業被害の増加や自然災害へ
の不安など、わたしたちのくら
しにも影響が出ることを理解
することができる。

1

・手入れをしない人工林が
増えることで、わたしたち
のくらしにも影響が出るこ
とを理解している。

○

観察
ノート

260
・

261

・国土の保全や水源の涵養な
どの森林の役割について調
べ、森林を守ることの大切さと
森林を保護する人々の願いを
結び付けて考え、表現するこ
とができる。

1

・森林を守ることの大切さ
と森林を保護する人々の
願いを結び付けて考え、表
現している。 ○

観察
ノート

262
・

263

・間伐材の利用や、住宅やオ
フィスでの木材の利用など
の、国産木材の利用を進める
ための取り組みを調べ、林業
の発展や森林の保護のため
に働く様々な人の工夫や努力
を理解することができる。

1

・国産木材の利用を進める
ための取り組みを調べ、林
業の発展や森林の保護の
ために働く様々な人の工
夫や努力を理解している。 ○

観察
ノート

森
林
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し

3

自
然
災
害
か
ら
人
々
を
守
る

・わが国の政治のは
たらき
・世界の中の日本と
わたしたち
（小６）

【地理】
・自然災害と防災へ
の取り組み
・「震災と防災・減災
への取り組み」
・「台風と人々の生
活」
・多様な環境問題と
環境保全の取り組
み
・「水害を防ぐ工夫」
・「大震災のつめあ
と」
・過去からの継承と
未来に向けた社会
づくり
・「津波てんでんこ」
・自然の制約に適応
する人々の工夫
【歴史】
・「歴史の中の大震
災」
【公民】
・持続可能な社会に
向けて
・「防災と私たち-岩
手県釜石市の中学
生に学ぶ」
・「東日本大震災か
らの復興と防災-仙
台市を例に考える」
・私たちの生活と財
政
・政府の役割と財政
の課題
・地球環境問題-持
続可能な社会の実
現
・「温室効果ガスの
排出削減について
考えよう」

2

【地理】
・日本のエネル
ギー・資源と環境問
題
・日本の山地と海岸
・日本の農林水産業
・多様な環境問題と
環境保全の取り組
み
・「屋久島の自然と
人々の生活」
・自然の特色を生か
した観光産業
・「植林による漁業
の活性化」
【公民】
・公害の防止と環境
保全
・「環境を守る住民と
行政の力-愛知県名
古屋市の藤前干潟-
」
・地球環境問題-持
続可能な社会の実
現

国
土
の
環
境
を
守
る

・地域の人々の健
康な生活を守るた
めに、関係機関が
協力していること
・自然を大切にす
ること
（小４）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ぺ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の
方法

既習事項で
押さえるべき内容

上級学年・中学校
との関連

264
・

265

・これまでの学習を振り返り、
自然環境を守るためには国
民一人一人の協力が必要で
あることに気づき、自然を守る
ために自分たちができること
を考え、互いに交流すること
を通して、考えを深めることが
できる。

1

・人々の願いや努力、多く
の人々の協力によって森
林が守られていることを振
り返り、自然を守るために
大切であると思うことや自
分にできることを話し合
い、より具体的な考えに深
め、表現している。

○

カード

266
・

267

・四日市市で起きた公害の様
子を調べることにより、被害の
大きさと被害をなくす取り組み
について、学習問題をつくり、
予想を出し合い学習計画を立
てることができる。

1

・四日市市で起きた公害
で、空気のよごれ、悪臭、
騒音などにより多くの人々
が苦しんだこと、今では改
善されていることから、学
習問題をつくり、予想を出
し合い学習計画を立てよう
としている。

○

観察
ノート

268
・

269

・工業の発展を重視したこと、
公害を防ぐ技術が発達してい
なかったことなど、公害が発
生した理由をつかむとともに、
四大公害についてグラフや資
料で調べ、国民の健康や生
活環境が脅かされていたこと
を理解することができる。

1

・四大公害の原因について
グラフや資料で調べ、公害
によって国民の健康や生
活環境が脅かされていた
ことを理解している。 ○

観察
ノート

270
・

271

・公害に苦しむ人々の取り組
みと関係の諸機関や人々の
協力や努力によって環境が
改善されていったことを関連
付けて考えることができる。

1

・公害に苦しむ人々の取り
組みと関係の諸機関や
人々の協力や努力によっ
て環境が改善されていった
ことを関連付けて考え、表
現している。

○

観察
ノート

272
・

273

・公害を語り継ぐとともに、取
り戻した環境を守り、二度と公
害を起こさないための四日市
市の取り組みを調べることに
より、環境保全の重要性や一
人一人の協力の大切さを理
解することができる。

1

・四日市市では、公害を語
り継ぐ取り組みや二度と公
害を起こさないための取り
組みなどを、市や企業、市
民がともにおこなっている
ことを理解している。

○

観察
ノート

274
・

275

・一度破壊された環境を取り
戻すためには長い時間と多く
の人の努力や協力が必要で
あることに気付き、環境の未
来について自分たちができる
ことを考えることができる。

1

・これまでの学習を振り返
り、調べて分かったことや
新たに気づいたことなどを
話し合うことにより、環境を
守るために、自分たちにで
きることについて考えようと
している。

○

観察
ノート
デジタル
新聞

テ
ス
ト

・テストをする。

8

・既習の内容を理解してい
る。 ○ ○

ペーパー
テスト

100

森
林
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し

環
境
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し

3 【地理】
・日本のエネル
ギー・資源と環境問
題
・日本の山地と海岸
・日本の農林水産業
・多様な環境問題と
環境保全の取り組
み
・「屋久島の自然と
人々の生活」
・自然の特色を生か
した観光産業
・「植林による漁業
の活性化」
【公民】
・公害の防止と環境
保全
・「環境を守る住民と
行政の力-愛知県名
古屋市の藤前干潟-
」
・地球環境問題-持
続可能な社会の実
現

国
土
の
環
境
を
守
る

・地域の人々の健
康な生活を守るた
めに、関係機関が
協力していること
・自然を大切にす
ること
（小４）
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小学社会（日本文教出版）

知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

導
入

8
・
9

・JOY倶楽部の青年たちの
活動写真や「考えよう！
SDGｓ」などから、人々の願
いが政治の働きと結び付き
があることに気づき、憲法や
政治学習への意欲を高める
ことができる。

・みんなが幸せになる願い
が、政治の働きと結び付き
があることに気付き、憲法
や政治学習への意欲を高
めている。

○

観察
ノート

10
・
11

・JOY倶楽部の青年たちの
活動は、基本的人権の保障
や政治の働きにつながるこ
と、そして、その基本的人権
の保障と政治は、日本国憲
法にもとづくものであること
を理解することができる。

・JOY倶楽部の青年たちの
話や友だちのカードから、
彼らの活動が基本的人権
の保障や政治の働きにつ
ながること理解している。

○

観察
ノート

12
・
13

・日本国憲法と政治が、自
分たちのくらしとどのように
つながっているのかについ
て、学習問題を考え、調べる
計画を立てることができる。

1

・日本国憲法と政治が自
分たちのくらしとどのように
つながっているのかについ
て、進んで調べる計画を立
てている。

○

観察
ノート

14
・
15

・基本的人権と国民の義務
について、自分たちのくらし
と関連付けて考え、適切に
表現することができる。

1

・基本的人権と国民の義
務について、自分たちのく
らしと関連付けて考え表現
している。

○

観察
ノート

16
・
17

・身のまわりには、人権に関
する多様な問題があり、そ
の問題を解決するために、
国が法律をつくっていること
を理解することができる。

1

・基本的人権に関する問
題を通して、日本国憲法と
法律などの決まりとの関係
を理解している。

○

観察
ノート

18
・
19

・日本国憲法の前文の内容
から、国民主権の考え方
や、国民が選挙を通じて政
治に参加する制度を保障し
ていることを理解することが
できる。

1

・現在の日本の民主政治
は、日本国憲法の基本的
な考え方である国民主権
の考え方と深く関わってい
ることを理解している。

○

観察
ノート

20
・
21

・国の政治が、国会、内閣、
裁判所の三つの機関でおこ
なわれていることを調べ、障
害者差別解消法の法律が
できる仕組みや選挙を通じ
て、国民と国会との関わりや
国会の働きについてとらえ
ることができる。

1

・国会が国の唯一の立法
機関であることや、衆議
院、参議院など国会のは
たらきについて理解してい
る。 ○

観察
ノート

22
・
23

・内閣の仕組みの図や税金
の収入、支出のグラフ資料
を調べ、税金の使い道や各
省庁の役割など、内閣の働
きについて理解することがで
きる。

1

・内閣や各省庁によって国
の政治がおこなわれてい
ることを理解している。

○

観察
ノート

24
・
25

・裁判所の仕組みを通じて、
裁判所の働きを理解し、国
会、内閣、裁判所の三権分
立の仕組み、各機関の働
き、裁判と国民との関わりに
ついてとらえることができ
る。

1

・裁判所の働きについて調
べ、三権分立について理
解している。

○

観察
ノート

26
・
27

・日本国憲法の平和主義の
実現をめざす国や地方公共
団体、国民の取り組みの意
味を考え、適切に表現する
ことができる。

1

・日本国憲法の平和主義
の実現をめざす取り組み
の意味を考え、ノートにま
とめている。

○

ノート

第６学年　社会科年間指導計画

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の
方法

既習事項で
押さえるべき内容

1

4

わ
が
国
の
政
治
の
は
た
ら
き

・地域にある公共施
設の位置に気付い
ていること
・公共施設の働きに
気付いていること
・事件や事故を防ぐ
ために自分たちで
できること
・地域の様子は場
所によって違ってい
ること
（小３）
・地域の人々は願
いを実現するため
に、様々な工夫や
努力をしていること
・地域の人々は願
いを実現するため
に、様々な工夫や
努力をしていること
（小４）
・開発や自然保護
の大切さに気がつ
いていること
・我が国は多国との
貿易の上に成り
立っていること
（小５）

日
本
国
憲
法
と
政
治
の
し
く
み
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の
方法

既習事項で
押さえるべき内容

28
・
29

・世界で平和の実現のため
に力をつくした日本人や、日
本での平和の実現につなが
る取り組みを調べ、平和主
義の考えが、どのように実
現されているのか、理解す
ることができる。

1

・中村さんや緒方さん、理
事長さんの話から、平和主
義の考え方が、どのように
実現されてきたのか、写真
や話から説明している。

○

観察
ノート

30
・
31

・わたしたちのくらしと、日本
国憲法や政治とのつながり
について考えをまとめ、話し
合いを通して考えを見直し、
クラスで深め合いをしてい
る。

1

・発表者の考えの良いとこ
ろを取り入れ、自分の考え
を見直している。

○

観察
ノート

32
・
33

・日本国憲法の三大原則に
ついて話し合われている問
題から、調べてみたい問題
を見出し、分かったことを
カードにまとめている。

・いろいろな資料を調べ、
資料から分かることや取り
組みをまとめている。 ○

カード

34
・
35

・発表者の意見の同じところ
や異なるところを見出し、良
い点を取り入れて自分の考
えを見直し、吹き出しに書い
ている。

・調べたい問題についての
考える資料を根拠に、自分
の考えを見直したり、深め
たりしている。

○

観察
ノート

36
・
37

・待機児童に関する資料か
ら、共働き家庭、核家族の
増加による待機児童の増加
を調べ、子どもをもつ家庭
は、子育てのための支援の
願いをもっていることに気付
くことができる。

1

・日本各地で待機児童が
多いことが問題であること
を知り、そのことと共働き
世帯や核家族の増加とに
関係があることに気付いて
いる。

○

観察
ノート

38
・
39

・足立区の待機児童への取
り組みを調べ、区がどのよう
に住民の願いを実現してい
くのかについて、学習問題を
考え、調べる学習計画を立
てることができる。

1

・自分が調べたいことを明
らかにし、学習問題を話し
合い、学習計画を立ててい
る。 ○

観察
ノート

40
・
41

・「足立区役所待機児童ゼロ
対策担当の人の話」をもとに
待機児童対策について調
べ、住民の願いをかなえる
取り組みについて、区の果
たす役割をまとめ、費用から
税金の使われ方に着目し、
税金の種類や働きについて
理解することができる。

1

・住民の願いである待機児
童への取り組みを調べ、区
役所がさまざまな政策を実
行するために、国や東京
都からの補助金や、区民
からの税金が多く使われ
ていることを理解している。

○

観察
ノート

42
・
43

・「住民の願いが実現するま
での流れ」や「足立区議会
事務局の人の話」などを調
べ、住民の願いを実現する
ための区役所や区議会の
働き、取り組みについて、理
解することができる。

1

・住民の願いを実現するた
めの区役所や区議会の働
き、取り組みについて、理
解している。 ○

観察
ノート

44
・
45

・区役所や区議会の働きを
もとに、学習問題について
の自分の考えをまとめ、自
分たちの区の政策、予算に
着目し、自分と政治の関わ
りについて考える。

1

・区役所や区議会の働きを
もとに、学習問題について
の自分の考えを話し合い、
ノートに工夫してまとめて
いる。

○

ノート

5

1

わ
た
し
た
ち
の
願
い
と
政
治
の
は
た
ら
き

（
選
択

）

・地域にある公共施
設の位置に気づい
ていること
（小３）
・公共施設の働きに
気づいていること
（小３）
・地域の人々は願
いを実現するため
に、様々な工夫や
努力をしていること
（小４）

4

わ
が
国
の
政
治
の
は
た
ら
き

・地域にある公共施
設の位置に気付い
ていること
・公共施設の働きに
気付いていること
・事件や事故を防ぐ
ために自分たちで
できること
・地域の様子は場
所によって違ってい
ること
（小３）
・地域の人々は願
いを実現するため
に、様々な工夫や
努力をしていること
・地域の人々は願
いを実現するため
に、様々な工夫や
努力をしていること
（小４）
・開発や自然保護
の大切さに気がつ
いていること
・我が国は多国との
貿易の上に成り
立っていること
（小５）

日
本
国
憲
法
と
政
治
の
し
く
み

5
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現
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習
に

取
り
組
む
態
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主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の
方法

既習事項で
押さえるべき内容

46
・
47

・広島市で起きた豪雨災害
の様子とその被害や復旧・
復興の様子について関心を
もち、話し合いを通して学習
問題につなげることができ
る。

・広島市の土砂災害で被
害にあった人々の思いや
願いを受けて、政治はどの
ような働きをしたのかにつ
いて関心や問題意識をも
ち、学習計画を立てようと
している。

○

観察
ノート

48
・
49

・災害が起きたときに、国や
都道府県、市（区）町村など
の行政やそのほかの連携
機関は、被災者の人々の思
いや願いにこたえるために、
どのような取り組みをおこ
なっているのか理解すること
ができる。

・災害が起きたときに、国
や都道府県、市（区）町村
などの行政や、そのほか
の連携機関がおこなう取り
組みについて理解してい
る。

〇

観察
ノート

50
・
51

・災害時や災害復旧後の災
害復興に向けた国や都道府
県、市（区）町村の取り組み
を理解するとともに、地域の
人々による取り組みについ
ても理解することができる。

・災害時や災害復旧後の
災害復興に向けて、国や
都道府県、市（区）町村が
おこなう取り組みや、地域
の人々による取り組みに
ついて理解している。

○

観察
ノート

52
・
53

・わたしたちの願いを実現す
るために、国や県、市（区）
町村などがどのように関わ
り合いながら政治をおこなっ
ているか、話し合いを通して
学習問題につなげることが
できる。

・水銀に関する水俣条約
や環境モデル都市づくりな
どの取り組みから、国や都
道府県、市（区）町村がど
のように関わり合いなが
ら、地域の開発や活性化
をおこなっているかについ
て関心をもとうとしている。

○

観察
ノート

54
・
55

・国や都道府県、市（区）町
村が人々の願いを実現する
ために、互いに協力して地
域の開発や経済の活性化
のために様々なことに取り
組んでいることを理解するこ
とができる。

・国や都道府県、市（区）町
村が人々の願いを実現し
生活の安定と向上を図る
ために、互いに連携して地
域経済の活性化や雇用機
会の創出のために様々な
取り組みをおこなっている
こと理解している。

○

観察
ノート

56
・
57

・環境に配慮したまちづくり
のほかに、水俣市が市民の
願いを実現する取り組みを
調べ、農林水産物のブラン
ド化など、考えたことを話し
合うことができる。

・市役所の人の話や、市の
取り組みの写真などを調
べ、興味をもって気付いた
ことを話し合っている。 ○

観察
ノート

導
入

60
～
67

・我が国の歴史は、様々な
人物が活躍したり、出来事
が起こったりして変化してき
たことを、大阪府堺市に残る
遺跡や文化財について調
べ、歴史のサインを見つけ、
歴史の学習への関心をもつ
とともに、歴史を学習すると
きに必要な調べ方やまとめ
方について理解することが
できる。

・我が国の歴史の変化か
ら、歴史の学習への関心
をもち、主体的に問題を追
究しようとしている。

○

観察

68
～
71

・縄文時代と弥生時代の様
子を描いた想像図の比較を
通して、自分たちの生活と比
べながら、大昔の人々の生
活の様子に興味・関心をも
ち、くらしの変化についての
学習問題を考え、学習の見
通しをもつことができる。

・大昔のくらしの変化につ
いて、学習問題や予想をも
ち、学習計画を立ててい
る。

○

観察
ノート

わ
が
国
の
政
治
の
は
た
ら
き

自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
や
復
興
の
取
り
組
み

（
選
択

）

選
択

・地域の人々の安
全を守るために、組
織的・計画的に関
係諸機関が連携し
あっていること
（小４）
・災害時には情報
が大切であること
（小５）

経
験
を
む
だ
に
し
な
い
ま
ち
づ
く
り

（
選
択

）

選
択

・地域の人々は願
いを実現するため
に、様々な工夫や
努力をしていること
（小４）

1

5

日
本
の
あ
ゆ
み

・昔のくらしや道具
について学習したこ
と
・昔からまちに伝わ
る行事を調べたこと
・家族（父母、祖父
母）や郷土資料館
からの聞き取ったこ
と
・道具や遊びをもと
に年表をつくったこ
と
（小３）
・人々の願いの中
には、昔から変わら
ないものもあること
（小４）
・日本の周りの国々
の位置が分かるこ
と
・米作りには広く平
らな土地と水が必
要であること
・米作りには多くの
人手が必要であっ
たこと
・遺跡の残る県や
遺跡の位置を地図
上から探すこと
（小５）
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72
・
73

・三内丸山遺跡や縄文時代
の遺跡からの出土品をもと
に、狩りや漁、採集をしてい
た時代の人々のくらしや社
会の様子をとらえ、理解する
ことができる。

1

・三内丸山遺跡や縄文時
代の遺跡からの出土品を
もとに、縄文時代の人々の
くらしや社会の様子を理解
している。

○

観察
ノート

74
・
75

・米作りが広がったころの
人々のくらしの様子を調べ、
人々のくらしや社会の変化
をとらえることができる。

1

・米作りによって人々のくら
しや社会がどのように変
わったのかを理解してい
る。

○

観察
ノート

76
・
77

・吉野ヶ里遺跡などを調べ、
小さなむらが大きなくにへと
統一されていく社会の変化
を考えることができる。

1

・米作りの広がりと大きなく
にの成り立ちを関連付け
て、社会の変化を考え、
ノートに工夫してまとめて
いる。

○

ノート

78
・
79

・大仙（仁徳天皇陵）古墳の
様子、出土品や古墳のつく
り方などから、強い力をもっ
た王や、豪族が現れた古墳
時代の様子や新しい文化を
伝えた渡来人の役割を考え
ることができる。

1

・古墳の大きさや出土品、
古墳づくりのようすなどか
ら、当時の社会の様子に
ついて考え、ノートにまとめ
ている。

○

ノート

80
・
81

・各地に大きな力をもった豪
族が出現した古墳時代の様
子を調べ、大和朝廷が、進
んだ技術や新しい文化を伝
えた渡来人との結びつきを
強め、国を統一していったこ
とをとらえることができる。

1

・古墳時代の様子を調べ、
大和朝廷が渡来人との結
び付きを強め、国を統一し
ていったことを理解してい
る。

○

観察
ノート

82
・
83

・縄文時代・弥生時代・古墳
時代の社会の仕組みと関連
付けながら、国の起こりにつ
いて考え、適切に歴史新聞
に表現することができる。

1

・縄文時代・弥生時代・古
墳時代の社会の仕組みと
関連付けながら、国の起こ
りについて表現している。

○

ノート
新聞

84
～
87

・法隆寺建設の想像図や聖
徳太子がおこなった政治を
調べ、当時の社会の様子
や、どのように天皇中心の
国づくりが進められていった
のか考え、学習問題を考
え、学習計画を立てることが
できる。

1

・法隆寺創建の想像図や
聖徳太子がおこなった政
治の仕組みを調べ、聖徳
太子がおこなった国づくり
に関心をもっている。 〇

観察

88
・
89

・中大兄皇子や中臣鎌足ら
による大化の改新によって、
大陸の政治の仕組みを参考
にした天皇中心の国づくり
が進められていったことを理
解することができる。

1

・中大兄皇子や中臣鎌足
が取り入れた税制や労
働、大陸からの文化の摂
取によって、強力な天皇中
心の国づくりの基盤ができ
たことを理解している。

○

ノート
観察

90
・
91

・大仏がつくられたころの世
の中について調べ、聖武天
皇が、仏教の力で国を安定
させようとしたことを考えるこ
とができる。

1

・東大寺の大仏づくりに込
められた願いについて考
え、聖武天皇がどのように
国を治めようとしたのかを
考えている。

○

ノート
観察

92
・
93

・東大寺の大仏は、行基の
協力を得て、全国からたくさ
んの人と材料を集めてつくら
れたことを理解することがで
きる。

1

・全国からたくさんの人と
材料が集められて大仏が
つくられたことを理解して
いる。

○

ノート
観察

94
・
95

・貴族の食事と農民の食事
を比べ、当時の人々の生活
の様子や身分による違いを
理解することができる。

1

・当時の食事の写真など
から、当時の人々の生活
の様子や、身分による違
いについて読み取ってい
る。

○

ノート
観察

大
昔
の
く
ら
し
と
く
に
の
統
一

天
皇
を
中
心
と
し
た
政
治

・遺跡の残る県や
遺跡の位置を地図
上から探すこと
・日本の地方名、県
名が地図から分か
ること
・世界の国々の位
置が地図から分か
ること
（小５）

日
本
の
あ
ゆ
み

・昔のくらしや道具
について学習したこ
と
・昔からまちに伝わ
る行事を調べたこと
・家族（父母、祖父
母）や郷土資料館
からの聞き取ったこ
と
・道具や遊びをもと
に年表をつくったこ
と
（小３）
・人々の願いの中
には、昔から変わら
ないものもあること
（小４）
・日本の周りの国々
の位置が分かるこ
と
・米作りには広く平
らな土地と水が必
要であること
・米作りには多くの
人手が必要であっ
たこと
・遺跡の残る県や
遺跡の位置を地図
上から探すこと
（小５）

6
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96
・
97

・遣唐使らによって、奈良の
都に中国や西アジアなどの
影響を受けた文化が伝えら
れ、栄えていたことを理解す
ることができ、学習問題につ
いて考えたことを図にまと
め、話し合うことができる。

1

・遣唐使が果たした役割に
ついて考え、外国との交流
が当時の国づくりに大きな
役割を果たしていたことを
理解している。

○

ノート

98
・
99

・「貴族のやしきのようす」を
読み取ることを通して、当時
の貴族のくらしを想像し、平
安時代の文化に関する学習
に興味をもって、学習問題を
考え、学習計画を立てること
ができる。

1

・藤原道長及び、平安時代
の貴族のくらしぶりに着目
し、進んで学習問題を考
え、学習計画を立ててい
る。

○

ノート
観察

100
・

101

・文化が生まれ発展した背
景、当時の文化の様子、現
在とのつながりなど、貴族が
生み出した文化について理
解することができる。

1

・資料から、この時代に生
まれた新しい文化の様子
を読み取り、それらを理解
している。

○

ノート
観察

102
・

103

・このころにおこなわれた年
中行事や遊びが、今も続い
ていることを理解し、学習問
題に対して自分なりの意見
をもち、話し合うことができ
る。

1

・貴族の文化について調べ
たことを、残されている物
や年中行事、当時の時代
背景、さらには現在と関連
付けて考え、表現してい
る。

○

ノート
観察

9

106
・

107

・武士のくらしと貴族のくらし
を比べる活動を通して、貴
族にかわって武士が国の政
治をつかさどるようになった
ことを学ぶとともに、当時の
社会の様子や人々の生活
の移り変わりについて関心
をもち、学習への意欲を高
めることができる。

1

・想像図などをもとに武士
のくらしと貴族のくらしの違
いについて考え、武士が力
をもつことによって、世の
中の様子がどのように変
わったかを学習問題を立
てて調べようとしている。

○

ノート
観察

108
・

109

・武士がどのように全国に勢
力を広げ、政治の表舞台に
立ったかを理解するととも
に、その後、長く続く武家の
政権がどのように成り立ち、
武士はどのような願いをもっ
て世の中をつくっていったの
かを考えることができる。

1

・多くの武士が平家から源
頼朝の味方についた理由
を調べ、自分の考えを表現
している。

○

ノート

110
・

111

・鎌倉に幕府を開いた頼朝
の意図と、どのようにして武
士による全国支配を可能に
していったのかを知るととも
に、その政権の安定に不可
欠な御家人との協力体制を
その後の政権も引き継ぎ、
幕府の政治を進めたことを
理解することができる。

1

・鎌倉幕府が安定して全国
を治めるために守護・地頭
を置いたことや、街道を整
備したことを理解している。

○

ノート
観察

112
・

113

・元との戦いについて、絵詞
や写真などの資料をもとに
戦いの様子をつかみ、幕府
と御家人たちが協力して
戦ったことを調べることがで
きる。

1

・元との戦いにおいて、鎌
倉幕府と御家人がどのよう
に応じたのかを調べ、幕府
の命令のもと、御家人たち
が協力して戦ったことを理
解している。

○

ノート
観察

天
皇
を
中
心
と
し
た
政
治

・遺跡の残る県や
遺跡の位置を地図
上から探すこと
・日本の地方名、県
名が地図から分か
ること
・世界の国々の位
置が地図から分か
ること
（小５）

7

貴
族
が
生
み
出
し
た
新
し
い
文
化

・日本の地方名、県
名が地図から分か
ること
（小５）

武
士
に
よ
る
政
治
の
は
じ
ま
り

・年表の見方が分
かること
・鳥瞰図からその土
地の特徴をとらえる
こと
（小３）
・日本地図から県名
が分かること
・博多の位置や近
隣諸国の位置につ
いて地図から分か
ること
（小５）

日
本
の
あ
ゆ
み

6

‐41‐



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の
方法

既習事項で
押さえるべき内容

114
・

115

・元との戦いのあと、御恩と
奉公の関係が成り立たず、
鎌倉幕府と御家人の関係が
くずれ、幕府が滅びたことを
理解することができる。学習
問題について自分の意見を
まとめ、話し合うことができ
る。

1

・鎌倉幕府が滅びた要因
と、その後も武士の世の中
が続いていくことを理解し
ている。

○

ノート
観察

116
・

117

・絵図をもとに、朝廷があり、
幕府が置かれた京都の様
子と、今も残る祇園祭につ
いて調べ、室町時代の文化
の特色や現在のくらしとの
関わりについて関心をもち、
学習問題を考え、学習計画
を立てることができる。

1

・室町時代の文化の特色
や現在のくらしとの関わり
について関心をもち、学習
問題を考え、学習計画を立
てている。 〇

ノート
観察

118
・

119

・金閣と銀閣に関わる資料
を活用して、金閣と銀閣の
建造物としての特徴や、義
満や義政が将軍だったころ
の様子について調べること
ができる。

1

・義満や義政が将軍だった
ころの文化や世の中の様
子を、写真や資料などを活
用して理解している。 ○

ノート
観察

120
・

121

・室町時代に広まった様々
な文化を調べ、当時に生ま
れたこの文化が、日本の伝
統文化や現代も親しまれる
文化になっていることを理解
することができる。

1

・室町時代に広まった様々
な文化が、日本の伝統文
化や現代も親しまれている
文化になっていることを理
解している。

○

ノート
観察

122
・

123

・鎌倉・室町時代の貴族や
武士以外の人々の様子をと
らえ、室町時代の産業の発
達や現代とのつながりを、こ
れまでの時代と比較しなが
ら考え、学習問題ついて話
し合うことができる。

1

・鎌倉・室町時代の産業の
発達や現代とのつながり
について、これまでの時代
と比較しながら考え、自分
の考えをまとめている。

○

ノート
観察

126
・

127

・教科書の「今から約 500年
前の市のようす」をもとに戦
国時代の人々やまちの様子
について具体的にイメージ
をもち、活発となった商業や
河川を利用した物の流通の
あり方について考えることが
できる。

・「今から500年前の市のよ
うす」の想像図をもとに、戦
国時代の人々や生活の様
子について想像している。

○

観察

128
・

129

・教科書の「長篠合戦図屏
風」をもとに、鉄砲という新し
い武器による戦い方の変
化、天下統一に向けての２
人の武将に対して学習問題
を考え、学習計画を立てるこ
とができる。

・「長篠合戦図屏風」をもと
に、鉄砲が伝わり、戦いの
仕方が変化したことを読み
取り、２人の武将について
興味関心を高め、学習計
画を立てている。

〇

観察
ノート

130
・

131

・日本と外国との関わりを調
べ、海外からの貿易船が
やってきて、キリスト教や鉄
砲が伝わり、広まったことを
理解することができる。

1

・教科書の資料や本文をも
とに、キリスト教や鉄砲が
広まったことを理解してい
る。

○

観察
ノート

132
・

133

・織田信長の人物調べを通
して、短い期間に信長が領
土を拡大したことや、信長の
天下統一の進め方について
理解することができる。

1

・教科書の資料をもとに織
田信長の人物像や働きに
ついて理解している。 ○

観察
ノート

武
士
に
よ
る
政
治
の
は
じ
ま
り

・年表の見方が分
かること
・鳥瞰図からその土
地の特徴をとらえる
こと
（小３）
・日本地図から県名
が分かること
・博多の位置や近
隣諸国の位置につ
いて地図から分か
ること
（小５）

今
に
伝
わ
る
室
町
の
文
化
と
人
々
の
く
ら
し

・遺跡の残る県や
遺跡の位置を地図
上から探すこと
（小５）
・祖父母が子ども
だった頃と現代の
住居の違いについ
て気付くこと
・人々の食事は時
代とともに変化して
きたこと
（小３）

1

・遺跡の残る県や
遺跡の位置を地図
上から探すこと
・中部地方・近畿地
方が地図から分か
ること
・ヨーロッパの位置
が世界地図から分
かること
・米は日本人にとっ
て重要な作物であ
ること
（小５）

日
本
の
あ
ゆ
み

10

戦
国
の
世
の
統
一
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134
・

135

・豊臣秀吉の人物調べを通
して、信長の意志を引き継
ぎ天下を統一し、検地や刀
狩を通して戦国の世を終わ
らせたことを理解することが
できる。

1

・教科書の資料をもとに豊
臣秀吉の人物像や働きに
ついて理解している。

○

ノート

136
・

137

・２人の武将が戦国の世を
どうのように統一していった
かについて話し合い、分
かったことや自分の考えな
どをまとめることができる。

1

・２人の武将がおこなった
ことを整理し、ノートやカー
ドにまとめている。 ○

カード
ノート

138
・

139

・徳川家康の人物調べを通
して、江戸に幕府が開か
れ、幕府による全国支配が
固められていったことを理解
し、江戸幕府の政治の仕方
などについて学習問題を考
え、学習計画を立てることが
できる。

1

・教科書の資料をもとに徳
川家康の人物像や働きに
ついて理解している。

○

観察
ノート

140
・

141

・大名の配置や武家諸法度
などについて調べ、江戸幕
府が大名支配を強めていっ
たことに関心をもち、資料か
ら江戸幕府の大名支配につ
いて読み取ることができる。

1

・地図やグラフ、写真、本
文記述をもとに、江戸幕府
がどのような大名支配の
仕組みをつくりあげたかを
読み取っている。

○

観察
ノート

142
・

143

・幕府や藩は、武士による支
配体制を維持・強化していく
ために、身分の違いをもと
に、より一層、身分の固定化
を図ったことを考え、自分の
意見を発表することができ
る。

1

・幕府や藩が身分の違い
をもとに、より一層、身分
の固定化を図ったことを考
えて、ノートに自分の考え
をまとめている。

○

観察
ノート

144
・

145

・島原・天草一揆やキリスト
教の禁止、鎖国の理由につ
いて調べ、鎖国下での貿易
の様子について理解するこ
とができる。

1

・キリスト教の禁止と鎖国
の理由について調べ、鎖
国下での貿易の様子につ
いて理解している。

○

観察
ノート

146
・

147

・オランダとの貿易や朝鮮通
信使などについて調べ、鎖
国政策のもとでの外国との
交流の様子、あわせて北海
道や沖縄の歴史について関
心を高めるとともに、学習問
題について話し合うことがで
きる。

1

・貿易や朝鮮通信使などに
ついて調べ、日本との関係
について関心をもってい
る。

○

観察
ノート

148
～
151

・「江戸のまちのようす」の絵
図を手がかりに、町人のくら
しや武士との関係に関心を
もち、学習計画を立て、学習
の見通しをもつことができ
る。

1

・江戸のまちや人々のくら
しの様子に関心をもち、学
習計画を立てて意欲的に
追究しようとしている。 ○

観察
ノート

152
・

153

・町人が力をつけていったこ
とで生まれた文化や学問に
関心をもち、主に歌舞伎や
人形浄瑠璃などを調べ、町
人文化が栄えたことについ
て考えることができる。

1

・江戸時代の人々の楽し
みに関心をもち、意欲的に
調べ、考えながら追究しよ
うとしている。 ○

観察
ノート

・遺跡の残る県や
遺跡の位置を地図
上から探すこと
・中部地方・近畿地
方が地図から分か
ること
・ヨーロッパの位置
が世界地図から分
かること
・米は日本人にとっ
て重要な作物であ
ること
（小５）

武
士
に
よ
る
政
治
の
安
定

・日本地図から地方
名や県名が分かる
こと
（小５）
・当時日本と関係が
深かった国々の位
置が地図から分か
ること
（小５）

日
本
の
あ
ゆ
み

10

11

江
戸
の
社
会
と
文
化
・
学
問

・人々はよりよい暮
らしを願って様々な
工夫をすること
（小３）
・地域の特色を生か
した伝統的な産業
があること
・人々の暮らしを豊
かにするために努
力をした先人の働
きがあったこと
（小４）
・おおよその日本の
形が書けること
（小５）

戦
国
の
世
の
統
一
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154
・

155

・杉田玄白や伊能忠敬の功
績について調べ、蘭学という
新しい学問が生まれ、社会
に様々な影響を及ぼしたこ
とを理解し、江戸時代の
人々のくらしについて文化
や学問にふれ、自分の考え
を明らかにすることができ
る。

1

・江戸時代の人々のくらし
について、文化や学問に
ふれながら自分の考えを
明らかにしている。

○

ノート

156
・

157

・幕府が重んじた儒学や新
しく起こった国学、寺子屋に
ついて調べ、それらが社会
に果たした役割について意
欲的に調べることができる。

1

・江戸時代の学問に関心
をもち、意欲的に調べよう
としている。

○

観察
ノート

158
・

159

・江戸時代の産業や百姓の
くらしの変化について調べ、
産業や交易の発展とともに
江戸や大阪などのまちが発
展したことや、人々の工夫
や努力によって各地の産業
が発展した様子を理解する
ことができる。

1

・農業技術の向上により、
耕地面積増加につながっ
ていったことを理解してい
る。

○

観察
ノート

160
・

161

・江戸時代の文化につい
て、百姓、町人、武士の関わ
りについて、ノートにまとめ
話し合い、文化についての
自分の考えの変化につい
て、ワークシートにまとめる
ことができる。

1

・江戸時代の文化と室町
時代の文化の違いや共通
点について、ワークシート
などにまとめている。 ○

ワーク
シート

166
・

167

・江戸時代と明治時代のま
ちの様子を比較することを
通して、人々のくらしが欧米
の文化や制度を取り入れた
ことで大きく変化したことを
理解するとともに、新しい国
づくりがどのように進められ
たのかについて興味をもち、
学習問題を考え、調べる学
習計画を立てることができ
る。

1

・江戸と東京のまちの様子
や人々のくらしの変化を進
んで見つけ、そのような変
化が起こった理由を予想し
たり考えたりして、学習計
画を立てている。 ○

観察
ノート

168
・

169

・世の中が大きく変わるきっ
かけとなった黒船の来航に
ついて調べ、二つの条約が
結ばれたこと、それにより長
く続いた鎖国が終わったこと
を理解することができる。

1

・二つの条約の内容を調
べ、この条約により日本の
鎖国と呼ばれた状態が終
わったことを理解し、条約
が今後どのような影響を与
えるかを予想している。

○

観察
ノート

170
・

171

・開国後の国内の影響につ
いて調べ、幕府や藩の政治
の失敗、物価の上昇に対す
る民衆の不満から天皇中心
の国家をつくる運動が起こ
り、武士の世の中を終わら
せることにつながったことに
ついて理解することができ
る。

1

・世の中の様々な動きにつ
いて問題意識をもって調
べ、調べたことをもとに、開
国から倒幕までの世の中
の状況を理解している。 ○

観察
ノート

172
・

173

・新政府がおこなった政策に
ついて調べ、新政府がどの
ような世の中をつくっていこ
うとしたのかを考えることが
できる。

1

・新政府がおこなった様々
な政策を調べ、新政府が
どのような世の中をつくっ
ていこうとしたのかを考え
ている。

○

観察
ノート

日
本
の
あ
ゆ
み

11

江
戸
の
社
会
と
文
化
・
学
問

・人々はよりよい暮
らしを願って様々な
工夫をすること
（小３）
・地域の特色を生か
した伝統的な産業
があること
・人々の暮らしを豊
かにするために努
力をした先人の働
きがあったこと
（小４）
・おおよその日本の
形が書けること
（小５）

明
治
の
新
し
い
国
づ
く
り

・人々はくらしを豊
かにしようという願
いをもっていること
（小３）
・外国との位置関係
や国内の都市の位
置について地図か
ら探すこと
・我が国は貿易で
成り立っていること
（小５）
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174
・

175

・富国強兵や殖産興業につ
いて調べ、様々な政策や欧
米からの学びにより、我が
国の近代化が進んだことを
理解することができる。

1

・富国強兵や殖産興業に
ついて調べ、様々な政策
や欧米からの学びにより、
我が国の近代化が進んだ
ことを理解している。

○

観察
ノート

176
・

177

・明治時代の人々のくらしに
ついて興味をもって調べた
り、時代の変化について年
表にまとめたりすることを通
して、日本は、近代化によっ
て人々のくらしや文化にも変
化が起こったことを考え、時
代の変化を年表にまとめ、
学習問題について話し合う
ことができる。

1

・日本は、近代化によって
人々のくらしや文化に変化
が起こったことを理解し、
時代の変化についてノート
や年表にまとめている。

○

年表
ノート

178
・

179

・ノルマントン号事件と条約
改正を手がかりにして、明治
維新の後、新しい国づくりを
した日本の動きに関心をも
ち、学習問題を考えることが
できる。

1

・日本の国際的地位の変
化とその背景に関心をも
ち、問題解決の見通しを
もって主体的に学習問題
を設定しようとしている。

○

観察
ノート

180
・

181

・自由民権運動の高まりに
ついて調べ、新しい政治の
仕組みや人々の願いについ
て考え、武力ではなく言論に
よって政治の進め方が変
わってきたことに気付くこと
ができる。

1

・国会の開設を求めた板
垣退助の働きやその後の
政府の対応などについて、
教科書の本文記述や資料
から自由民権運動の広が
りについて考えている。

○

観察
ノート

182
・

183

・憲法の制定や、国会が開
設されるまでの過程を調
べ、明治政府がめざした政
治のあり方がどのようなもの
だったのかを考え、話し合う
ことができる。

1

・大日本帝国憲法は、天皇
中心の憲法で、国民の権
利には様々な制限があっ
たことを理解している。 ○

観察
ノート

184
・

185

・日清・日露戦争について調
べ、二つの戦争を経て日本
の国際的地位が向上した
いっぽうで、朝鮮半島に勢
力を拡大したことを理解する
ことができる。

1

・日清・日露戦争の原因や
過程・結果を知り、日本の
国際的地位が向上し、朝
鮮半島に勢力を拡大した
ことを理解している。

○

ノート
観察

186
・

187

・日露戦争後に日本が韓国
にとった政策や、日露戦争
後の日本とアジアや欧米諸
国との関係について考える
ことができる。

1

・日露戦争後の日本の植
民地政策を調べることを通
して、日本や朝鮮の人々
の思いを理解している。

○

ノート
観察

188
・

189

・日清戦争前後の日本国内
の産業や、その後の人々の
生活の様子などについて調
べ、国内の産業の力が充実
するともに、くらしにも変化
が生じ、様々な社会問題が
生まれたこと、世界で活躍
する日本人が出てきたこと
を理解することができる。

1

・国内産業の発展の様子
を調べ、それにともなって、
社会問題が生まれたこと
や、近代的な生活が広
がったこと、世界で活躍し
た日本人が現れたことを理
解している。

○

ノート
観察

190
・

191

・人々の生活を守る社会運
動について調べ、当時の
人々が自由と権利を求めて
立ち上がったことと、政府の
対応について考え、学習問
題について、自分の考えを
発表したり、みんなで深めた
りすることができる。

1

・明治・大正時代に日本の
国力が充実していった様
子や、人々が自由と権利
を求めて立ち上がったこと
について、学習したことを
ワークシートやノートにまと
め、友だちと話し合ってい
る。

○

ノート
ワーク
シート

日
本
の
あ
ゆ
み

11

明
治
の
新
し
い
国
づ
く
り

・人々はくらしを豊
かにしようという願
いをもっていること
（小３）
・外国との位置関係
や国内の都市の位
置について地図か
ら探すこと
・我が国は貿易で
成り立っていること
（小５）

12

国
力
の
充
実
を
め
ざ
す
日
本
と
国
際
社
会

・人々はくらしを豊
かにしようという願
いをもっていること
（小３）
・日本の領土が分
かること
・近隣諸国の位置
が地図から分かる
こと
・工業の発達ととも
に公害問題が生じ
たこと
・公害から環境を守
る取組みが行われ
るようになったこと
（小５）
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196
・

197

・日清・日露戦争を経て、国
力を高めてきた日本が、第
一次世界大戦からのヨー
ロッパ諸国の立ち直りと関
東大震災、世界恐慌の影響
を受け、不景気におちいった
ことを理解するとともに、そ
の当時の日本の様子から学
習問題を見出し、今後の日
本の歩みについて学習計画
を立てることができる。

1

・当時の写真や地図、グラ
フなどの資料を手掛かりと
して、当時の日本の様子を
調べ、その後の日本の歩
みについて意欲的に学習
問題を考えている。 ○

ノート
観察

198
・

199

・1930年当時、不景気に苦
しむ日本が大陸に進出し、
満州事変に至る経過と理由
をとらえることができる。

1

・満州事変以降の日本国
内の様子や、日本と世界、
中国との関係を理解してい
る。

○

ノート

200
・

201

・日本は中国との全面戦争
を始め、日本が中国に与え
た影響や中国との戦争が長
期化した経緯をとらえること
ができる。

1

・戦場が中国へと広がって
いった様子や、それぞれの
地域に大きな損害を与え
たことを理解している。

○

ノート

202
・

203

・東南アジアから太平洋にま
で戦場が広がっていった結
果、アメリカ・イギリスとの太
平洋戦争に突入していった
ことをとらえることができる。

1

・戦場が中国からアジア・
太平洋の地域へと広がっ
ていった様子や、それぞれ
の地域に大きな損害を与
えたことを理解している。

○

観察
ノート

204
・

205

・戦争の拡大に伴い、占領
地の人々に様々な影響が及
んだことや、国民生活が戦
争中心になっていく過程を
調べ、戦争が人々の生活に
大きな影響を与えたことを考
えることができる。

1

・戦争中のアジアや国内の
人々のくらしを調べ、人々
が生命の危機にさらされ、
自由を奪われた窮乏生活
を強いられたことを考えて
いる。

○

観察
ノート

206
・

207

・アメリカ軍の攻撃で、兵士
だけでなく、多くの一般国民
が戦争の犠牲になったり、
家を失ったりしたことをとら
えることができる。

1

・本土への空襲を調べ、兵
士だけでなく、多くの一般
国民が戦争の被害にあっ
たことを理解している。

○

観察
ノート

208
・

209

・子どもや女性、高齢の住民
までも巻き込んだ沖縄戦の
様子について調べ、若者た
ちが、戦闘に参加せざるを
得なかった時代の恐ろしさ
などについて、カードにまと
めることができる。

1

・住民を巻き込み、若者が
戦闘に参加せざるをえな
かったことを理解し、自分
の考えをまとめている。 ○

カード
ノート

210
～
213

・原爆投下による広島・長崎
の甚大な被害によって日本
が全面降伏し、戦争が終結
したことをとらえ、これまでの
学習を振り返り、新聞にまと
め、日本はなぜ、戦争をした
のかについて話し合うことが
できる。

1

・戦争や戦争中の人々のく
らしなどについて調べたり
考えたりしたことを、根拠を
もとに新聞などに表現し、
話し合っている。 ○

観察
新聞
ノート

214
・

215

・戦争によって破壊されたま
ちの様子や、戦後の人々の
くらしの様子を調べ、戦後の
住むところに苦労したり、食
べるものが少なかったりした
時代から現在のような豊か
なくらしができるようになる
には、どのような苦労があっ
たのかを考え、学習問題を
見出すことができる。

1

・終戦直後と現在のまちの
様子や人々のくらしの様子
などを比較することなどを
通して、学習問題や学習
の計画を考えている。

○

観察
ノート

日
本
の
あ
ゆ
み

1

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
広
が
る
戦
争

・年表の見方が分
かること
・戦争をしていた時
代の暮らしについて
気付くこと
（小３）
・近隣諸国の位置
が地図から分かる
こと
・我が国は多国との
貿易の上で成り
立っていること
・日本の主な都市
の位置が地図から
分かること
（小５）

新
し
い
日
本
へ
の
あ
ゆ
み

・戦争をしていた時
代の暮らしについて
気づくこと
・人々は豊かな暮ら
しを願って努力して
いること
・人々の暮らしに対
する想いや願いが
道具を発達させてき
たこと
（小３）
・日本の領土につい
て分かること
・我が国は環境問
題に取り組んでいる
こと
（小５）
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216
・

217

・日本が、連合国軍の指令
を受けて民主化のための改
革を進めたことを調べ、平和
で民主的な国としての基本
を示した日本国憲法を制定
したことを理解することがで
きる。

1

・戦後の主な改革について
資料から読み取るととも
に、当時の人たちの新しい
憲法への思いを考えてい
る。

○

観察
ノート

218
・

219

・サンフランシスコ平和条約
と日米安全保障条約につい
て調べ、アメリカとソ連とが
東西冷戦の対立を深めてい
くなかで、日本がアメリカと
の関係を深めたことを理解
することができる。

1

・アメリカとソ連との対立の
もとで、日本はアメリカとの
関係を深めたことを理解し
ている。 ○

ノート
観察

220
・

221

・発展した日本の経済や
人々のくらしの変化につい
て調べ、高度経済成長の背
景には、日本の高い技術力
や人々の努力があったこ
と、それに伴う公害問題が
起こったことを理解すること
ができる。

1

・高度経済成長の背景に
ついて考え、ワークシート
やノートにまとめている。

○

ノート
観察

222
・

223

・オリンピックや日本万国博
覧会などの国際社会と日本
との関わりについて調べ、
経済が発展するとともに国
際社会のなかで世界の国々
との友好を深めたり、文化
の向上に貢献してきたりした
日本の役割を考えることが
できる。

1

・国際社会における日本の
役割について、今までの取
り組みを踏まえて、自分の
考えをノートなどにまとめ
ている。 ○

ノート
観察

224
・

225

・戦後、経済的に発展してき
た日本に残された、領土な
どの課題について調べ、こ
れからの未来に向けて期待
される自分たちの役割につ
いて考えることができる。

1

・領土や国境をめぐる課題
の解決へ向けて、自分の
考えをノートなどにまとめ
ている。 ○

観察
ノート

226
・

227

・戦後の経済成長や国際的
な役割を担ってきた日本の
姿、これから解決しなくては
ならない課題などについて
話し合い、歴史を学ぶ意義
を考えるとともに、これから
自分たちに期待されている
ことを意欲的に考え、ノート
にまとめ、学習問題につい
て、自分の考えを話し合うこ
とができる。

1

・歴史学習全体を振り返
り、歴史を学ぶ意義やこれ
から考えたいことについ
て、意欲的に自分の考えを
ノートやワークシートにまと
めている。 ○

ノート
ワーク
シート

228
・

229

・日本の歴史の時間旅行に
ついて、見つけた歴史のサ
イン「交通」を調べ、交通の
発達により、移動時間が短く
なり、地域に新しい関係が
生じるという歴史を学ぶ意
味を理解し、世界に目を向
け、調べようとする興味・関
心をもつことができる。

1

・日本の歴史の時間旅行
について、これまでの歴史
学習を通して、自分の歴史
のサインを見出し、適切に
表現している。 ○

ノート
ワーク
シート

導
入

232
・

233

・ＳＤＧｓの目標や海外で活
躍する日本人の姿から、世
界の国に目を向け、日本と
のつながりや国際交流につ
いて興味をもち、調べてみた
いという思いをもつことがで
きる。

・既存の知識や地図の情
報などから、日本人の活躍
やその国の様子について
考え、調べてようとしてい
る。

○

観察
ノート

日
本
の
あ
ゆ
み

1

1

新
し
い
日
本
へ
の
あ
ゆ
み

・戦争をしていた時
代の暮らしについて
気づくこと
・人々は豊かな暮ら
しを願って努力して
いること
・人々の暮らしに対
する想いや願いが
道具を発達させてき
たこと
（小３）
・日本の領土につい
て分かること
・我が国は環境問
題に取り組んでいる
こと
（小５）

2

世
界
の
な
か
の
日
本
と
わ
た
し
た
ち

・地域のスーパーに
も外国から品物が
きていること
（小３）
・人々の生活や産
業は、国内地域や
外国と深いつながり
があること
（小４）
・わが国は貿易で
成り立っていること
・我が国の周りの
国々の位置につい
て地図から分かるこ
と
（小５）
・戦時中のできごと
や他国に多大な損
害を与えたこと
・世界の平和を目的
に第二次大戦後国
際連合が作られた
こと
・我が国の文化や
政治の中には他国
の影響を大きく受け
ているものがあるこ
と
・我が国は国際社
会に貢献しようと努
力していること
（小６）
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234
・

235

・日本とつながりのある国に
ついて知っていることを出し
合い、日本とつながりがある
国について、より深く調べた
いという思いをもち、学習計
画を立てることができる。

・調べたいことを明確にし
て、調べ方やまとめ方の見
通しをもって計画を立てて
いる。 ○

ノート
観察

236
～
239

・アメリカと日本との歴史や
貿易などのつながり、子ども
の学校生活の様子、人々の
くらしの様子について調べ、
生活や文化・習慣について
理解することができる。

2

・アメリカと日本との貿易な
どのつながり、子どもの学
校生活の様子、人々のくら
しの様子について理解して
いる。

○

ノート
作品

240
～
243

・中国と日本との歴史や経
済、文化のつながり、子ども
の学校生活の様子、人々の
くらしの様子について調べ、
生活や文化・習慣について
理解することができる。

選
択

・中国と日本との歴史や経
済、文化などのつながり、
子どもの学校生活の様
子、人々のくらしの様子に
ついて理解している。

○

ノート
作品

244
～
247

・ブラジルと日本とのつなが
り、子どもの学校生活の様
子、人々のくらしの様子につ
いて調べ、生活や文化・習
慣について理解することが
できる。

選
択

・ブラジルと日本とのつな
がり、子どもの学校生活の
様子、人々のくらしの様子
について理解している。 ○

ノート
作品

248
～
251

・大韓民国と日本とのつな
がり、子どもの学校生活の
様子、人々のくらしの様子に
ついて調べ、生活や文化・
習慣について理解すること
ができる。

選
択

・大韓民国と日本とのつな
がり、子どもの学校生活の
様子、人々のくらしの様子
について理解している。 ○

ノート
作品

252
・

253

・日本と世界の国々とのつ
ながりについて学び、世界
の国々の多様性に気づき、
共通点や相違点を見出し、
そこでくらす人々とどのよう
に交流しているのかを追究
したいという「さらに考えたい
問題」をつくることができる。

1

・調べた国のことを振り返
り、世界の人々の多様性
について考えようとしてい
る。

○

ノート
観察

254
・

255

・オリンピックやパラリンピッ
クなど、スポーツを通じて国
際交流することで、お互いの
歴史や文化を理解し、尊重
し合って平和な世界をつくる
努力をしていることを考える
ことができる。

1

スポーツを通した国際交流
について調べ、どんな意義
があるか考えている。

○

ノート
観察

256
・

257

・スポーツ以外にも、国際的
な文化交流や日本からの文
化発信を通して、世界中の
国々が相互理解を図り、平
和な世界を実現しようと取り
組んでいることを理解し、「さ
らに考えたい問題」について
話し合うことができる。

1

・文化的な国際交流につい
て調べ、それについてどん
な意義があるか考えてい
る。

○

ノート
観察

260
・

261

・写真資料を通して、世界が
かかえる様々な問題につい
て話し合い、だれが、どのよ
うに解決しようとしているの
かを予想し、学習問題を考
え、学習計画を立てることが
できる。

1

・写真資料をもとに、世界
がかかえる様々な問題に
ついて調べ、話し合いを通
して意欲的に学習問題を
立てている。

○

ノート
観察

日
本
と
つ
な
が
り
が
深
い
国
々

1

 
世
界
が
か
か
え
る
問
題
と
日
本
の
役
割

・ゴミを減らしたり、
リサイクルしたりし
て、環境を大切にす
ること
・人々の生活や産
業は、国内地域や
外国と深いつながり
があること
（小４）
・身の回りの環境問
題、公害などと人々
の生活・産業との関
係をとらえること
・わが国は貿易で
成り立っていること
・我が国は豊かな
自然があり、またそ
の自然を大切にす
ること
（小５）
・戦時中のできごと
や他国に多大な損
害を与えたこと
・世界の平和を目的
として第二次世界
大戦後に国際連合
が作られたこと
・我が国も国際環境
問題に取り組んで
いること
（小６）

3

2

世
界
の
な
か
の
日
本
と
わ
た
し
た
ち

・地域のスーパーに
も外国から品物が
きていること
（小３）
・人々の生活や産
業は、国内地域や
外国と深いつながり
があること
（小４）
・わが国は貿易で
成り立っていること
・我が国の周りの
国々の位置につい
て地図から分かるこ
と
（小５）
・戦時中のできごと
や他国に多大な損
害を与えたこと
・世界の平和を目的
に第二次大戦後国
際連合が作られた
こと
・我が国の文化や
政治の中には他国
の影響を大きく受け
ているものがあるこ
と
・我が国は国際社
会に貢献しようと努
力していること
（小６）
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262
・

263

・戦争や紛争、飢えや病気
に苦しむ人々の現状に問題
意識をもち、国連やユネスコ
の活動を意欲的に調べ、問
題の解決のために自分と関
わらせながら考えることがで
きる。

1

・戦争や紛争、飢えや病気
に苦しむ人々の現状に問
題意識をもち、国連やユネ
スコの活動を意欲的に調
べ、問題の解決のために
自分と関わらせながら考え
ている。

○

ノート
観察

264
・

265

・地球規模で起きている
様々な地球環境問題を通し
て、持続可能な開発のため
には国連が中心となり、各
国やNGO、市民が協力して
取り組むことが大切であるこ
とを理解することができる。

1

・地球環境問題を通して、
国連が中心となって国や
NGO、市民が協力して地
球環境問題に取り組むこと
で、持続可能な開発が可
能になることを理解してい
る。

○

観察
ノート

266
・

267

・国連憲章を調べることを通
して、国際連合がどのような
目的でつくられ、どのような
働きをしているのかを調べ、
学習問題を話し合い、「さら
に考えたい問題」を考えるこ
とができる。

1

・国連憲章をもとに、国連
の目的や安全保障理事
会、ユニセフ、ユネスコの
働きについて調べ、世界の
平和と国際協力をめざして
活動する国際連合の動き
について考え、まとめてい
る。

○

ノート

268
・

269

・日本がおこなっている発展
途上国への教育や農業、医
療などの支援や援助の様子
を調べることを通して、様々
な分野で日本は国際協力に
参加していることをとらえる
ことができる。

1

・日本は青年海外協力隊
などによる支援を通して、
様々な分野で国際協力に
参加していることを理解し
ている。

○

観察
ノート

270
・

271

・日本がおこなっている国際
協力について心に残ってい
ることや、世界における日本
の役割について考えたこと
をタブレットにまとめ、自分
の考えを見直し、深め合い
をすることができる。

1

・世界の人々ともに生きて
いくために自分がこれから
取り組みたいことを考え、
グループのなかで発表し、
意見を交流して自分の考
えを表現している。

○

タブレット
ノート

テ
ス
ト

・テストをする。
6

・既習の内容を理解してい
る。 ○ ○

ペーパー
テスト

105

 
世
界
が
か
か
え
る
問
題
と
日
本
の
役
割

・ゴミを減らしたり、
リサイクルしたりし
て、環境を大切にす
ること
・人々の生活や産
業は、国内地域や
外国と深いつながり
があること
（小４）
・身の回りの環境問
題、公害などと人々
の生活・産業との関
係をとらえること
・わが国は貿易で
成り立っていること
・我が国は豊かな
自然があり、またそ
の自然を大切にす
ること
（小５）
・戦時中のできごと
や他国に多大な損
害を与えたこと
・世界の平和を目的
として第二次世界
大戦後に国際連合
が作られたこと
・我が国も国際環境
問題に取り組んで
いること
（小６）

3

世
界
の
な
か
の
日
本
と
わ
た
し
た
ち
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小学社会（日本文教出版）

第６学年　社会科年間指導計画

上級学年・中学校
との関連

【歴史】
・民主化と日本国憲
法
・人権の歴史
・立憲主義と日本国
憲法
・国民主権と天皇の
地位
・「国民投票法と選
挙権年齢」
・日本の平和主義
・「集団的自衛権」
・「沖縄と基地」

【公民】
・国会の地位と仕組
み
・国会の働き
・行政の仕組みと内
閣
・裁判所の仕組みと
働き
・裁判員制度と司法
改革
・三権の抑制と均衡
・「国民審査」
・政治参加と選挙
・私たちの生活と地
方自治
・地方自治の仕組
み
・私たちの生活と財
政
・地方財政の仕組
みと課題
・住民参加の拡大と
私たち
・基本的人権と個人
の尊重
・平等権-共生社会
を目指して
・「共生社会と私た
ち」
・自由権-自由に生
きる権利
・社会権-豊かに生
きる権利
・「高齢者の人権と
生活保障」
・人権保障を確かな
ものに
・「外国人参政権」
・「裁判を受ける権
利」
・公共の福祉と国民
の義務
・「公共の福祉につ
いて考えよう」
・民主主義と政治
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上級学年・中学校
との関連

【公民】
・私たちの生活と地
方自治
・地方自治の仕組
み
・地方財政の仕組
みと課題
・住民参加の拡大と
私たち
・私たちの生活と財
政
・政府の役割と財政
・社会保障の仕組
み
・少子高齢化と財政
・社会集団の中で
生きる私たち
・効率と公正
・「私たちの政治参
加」

【歴史】
・民主化と日本国憲
法
・人権の歴史
・立憲主義と日本国
憲法
・国民主権と天皇の
地位
・「国民投票法と選
挙権年齢」
・日本の平和主義
・「集団的自衛権」
・「沖縄と基地」

【公民】
・国会の地位と仕組
み
・国会の働き
・行政の仕組みと内
閣
・裁判所の仕組みと
働き
・裁判員制度と司法
改革
・三権の抑制と均衡
・「国民審査」
・政治参加と選挙
・私たちの生活と地
方自治
・地方自治の仕組
み
・私たちの生活と財
政
・地方財政の仕組
みと課題
・住民参加の拡大と
私たち
・基本的人権と個人
の尊重
・平等権-共生社会
を目指して
・「共生社会と私た
ち」
・自由権-自由に生
きる権利
・社会権-豊かに生
きる権利
・「高齢者の人権と
生活保障」
・人権保障を確かな
ものに
・「外国人参政権」
・「裁判を受ける権
利」
・公共の福祉と国民
の義務
・「公共の福祉につ
いて考えよう」
・民主主義と政治
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上級学年・中学校
との関連

【地理】
・「震災と防災・減災
への取組み」
・「大震災のつめあ
と」
・過去からの継承と
未来に向けた社会
づくり
・「津波てんでんこ」
・自然の制約に適
応する人々の工夫

【歴史】
・「歴史の中の大震
災」

【公民】
・私たちの生活と地
方自治
・地方自治の仕組
み
・地方財政の仕組
みと課題
・住民参加の拡大と
【公民】
・私たちの生活と地
方自治
・地方自治の仕組
み
・住民参加の拡大と
私たち
・社会集団の中で
生きる私たち

【歴史】
・「時代や年表を読
み取ろう」
・「『歴史の流れ』か
ら思い出してみよ
う」
・「『歴史の流れ』か
らまとめてみよう」
・「歴史の調べ学習
をするには・・・？」
・日本列島と縄文文
化
・弥生文化と邪馬台
国
・大王の時代
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上級学年・中学校
との関連

【歴史】
・聖徳太子の政治
改革
・大化の改新
・律令国家の成立と
平城京
・奈良時代の人々
の暮らし
・天平文化

【歴史】
・「時代や年表を読
み取ろう」
・「『歴史の流れ』か
ら思い出してみよ
う」
・「『歴史の流れ』か
らまとめてみよう」
・「歴史の調べ学習
をするには・・・？」
・日本列島と縄文文
化
・弥生文化と邪馬台
国
・大王の時代
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上級学年・中学校
との関連

【歴史】
・聖徳太子の政治
改革
・大化の改新
・律令国家の成立と
平城京
・奈良時代の人々
の暮らし
・天平文化

【歴史】
・平安京と東アジア
の変化
・摂関政治と文化の
国風化
・「絵巻物を見てみ
よう」

【歴史】
・武士の成長
・武士の政権の成
立
・鎌倉幕府の成立と
執権政治
・モンゴルの襲来と
日本
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上級学年・中学校
との関連

【歴史】
・武士の成長
・武士の政権の成
立
・鎌倉幕府の成立と
執権政治
・モンゴルの襲来と
日本

【歴史】
・産業の発達と民衆
の生活
・室町文化とその広
がり
・「室町時代の生活
文化と現代」

【歴史】
・応仁の乱と戦国大
名
・「戦国時代の城下
町・一乗谷」
・ヨーロッパ人との
出会い
・織田信長・豊臣秀
吉による統一事業
・兵農分離と朝鮮侵
略
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上級学年・中学校
との関連

【歴史】
・応仁の乱と戦国大
名
・「戦国時代の城下
町・一乗谷」
・ヨーロッパ人との
出会い
・織田信長・豊臣秀
吉による統一事業
・兵農分離と朝鮮侵
略

【歴史】
・江戸幕府の成立と
支配の仕組み
・さまざまな身分と
暮らし
・貿易の振興から鎖
国へ
・鎖国下の対外政
策
・「江戸のエコ社会」

【歴史】
・幕府政治の安定と
元禄文化
・享保の改革と社会
の変化
・新しい文化と化政
文化
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上級学年・中学校
との関連

【歴史】
・幕府政治の安定と
元禄文化
・享保の改革と社会
の変化
・新しい文化と化政
文化

【歴史】
・開国と不平等条約
・尊王攘夷運動と開
国の影響
・江戸幕府の滅亡
・新政府の成立
・明治維新の三大
改革
・富国強兵と文明開
化
・近代的な国際関
係
・自由民権運動の
高まり
・立憲制国家の成
立
・「『解放令』から水
平社へ」
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上級学年・中学校
との関連

【歴史】
・開国と不平等条約
・尊王攘夷運動と開
国の影響
・江戸幕府の滅亡
・新政府の成立
・明治維新の三大
改革
・富国強兵と文明開
化
・近代的な国際関
係
・自由民権運動の
高まり
・立憲制国家の成
立
・「『解放令』から水
平社へ」

【歴史】
・欧米列強の侵略と
条約改正
・日清戦争
・日露戦争
・韓国と中国
・産業革命の進展
・近代文化の形成
・「足尾銅山と田中
正造」
・大正デモクラシー
と政党内閣の成立
・広がる社会運動と
普通選挙の実現
・「『解放令』から水
平社へ」
・新しい文化と生活
・「関東大震災」
・「歴史の中の大震
災」
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上級学年・中学校
との関連

【歴史】
・満州事変と軍部の
台頭
・日中戦争と戦時体
制
・太平洋戦争の開
始
・戦時下の人々
・戦争の終結
・「原爆ドームの保
存と平和への願い」

【歴史】
・民主化と日本国憲
法
・冷戦の開始と植民
地の解放
・独立の回復と55年
体制
・日本の高度経済
成長
・マスメディアと現代
の文化
・冷戦後の国際社
会
・変化の中の日本
・持続可能な社会に
向けて
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上級学年・中学校
との関連

【歴史】
・民主化と日本国憲
法
・冷戦の開始と植民
地の解放
・独立の回復と55年
体制
・日本の高度経済
成長
・マスメディアと現代
の文化
・冷戦後の国際社
会
・変化の中の日本
・持続可能な社会に
向けて

【公民】
・国際連合の仕組
みと役割
・地球環境問題-持
続可能な社会の実
現
・資源・エネルギー
問題-限りある資源
と環境への配慮
・貧困問題-公正な
世界を創る
・新しい戦争-平和
な世界に向けて
・日本の外交の現
状と課題
・世界とつながる日
本
・世界平和のために
・より良い社会を目
指して
・基本的人権と個人
の尊重
・平等権-共生社会
を目指して

【地理】
・広大な国土と工業
化した農業
・工業の発展と工業
地域
・産業を支える新し
い文化と人々
・「多民族社会を形
成するアメリカ」
・成長する東アジア
2中国の発展
・成長する東アジア
1アジアＮＩＥＳの出
現
・資源の豊かな西ア
ジア・中央アジア
・「アジアで交流す
る文化」
・情報を集めて調査
テーマを決めよう
・調査の準備をしよ
う
・調査をしよう
【公民】
・多文化共生を目指
して
・文化の多様性の
尊重
・世界とつながる日
本
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上級学年・中学校
との関連

【歴史】
・世界の資源・エネ
ルギーと産業
・持続可能な社会を
創る

【公民】
・持続可能な社会に
向けて
・国際連合の仕組
みと役割
・地球環境問題-持
続可能な社会の実
現
・資源・エネルギー
問題-限りある資源
と環境への配慮
・貧困問題-公正な
世界を創る
・新しい戦争-平和
な世界に向けて
・「パレスチナ問題
と中東和平」
・日本外交の現状と
課題
・世界とつながる日
本
・世界平和のために
・より良い社会を目
指して

【公民】
・国際連合の仕組
みと役割
・地球環境問題-持
続可能な社会の実
現
・資源・エネルギー
問題-限りある資源
と環境への配慮
・貧困問題-公正な
世界を創る
・新しい戦争-平和
な世界に向けて
・日本の外交の現
状と課題
・世界とつながる日
本
・世界平和のために
・より良い社会を目
指して
・基本的人権と個人
の尊重
・平等権-共生社会
を目指して

【地理】
・広大な国土と工業
化した農業
・工業の発展と工業
地域
・産業を支える新し
い文化と人々
・「多民族社会を形
成するアメリカ」
・成長する東アジア
2中国の発展
・成長する東アジア
1アジアＮＩＥＳの出
現
・資源の豊かな西ア
ジア・中央アジア
・「アジアで交流す
る文化」
・情報を集めて調査
テーマを決めよう
・調査の準備をしよ
う
・調査をしよう
【公民】
・多文化共生を目指
して
・文化の多様性の
尊重
・世界とつながる日
本
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上級学年・中学校
との関連

【歴史】
・世界の資源・エネ
ルギーと産業
・持続可能な社会を
創る

【公民】
・持続可能な社会に
向けて
・国際連合の仕組
みと役割
・地球環境問題-持
続可能な社会の実
現
・資源・エネルギー
問題-限りある資源
と環境への配慮
・貧困問題-公正な
世界を創る
・新しい戦争-平和
な世界に向けて
・「パレスチナ問題
と中東和平」
・日本外交の現状と
課題
・世界とつながる日
本
・世界平和のために
・より良い社会を目
指して
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